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１．

は
じ
め
に

１
９
４
９
年
か
ら
１
９
８
８
年
に
か
け
て
、
台
湾
は
、
基
本
的
に
蒋
介
石
と
蒋
経
国
と
い
う
二
人
の
総
統
の
統
治
下
に
置
か
れ
、
１
９

８
７
年
ま
で
長
期
間
に
及
ぶ
戒
厳
令
が
施
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
１
９
８
０
年
代
後
期
の
改
革
実
行
後
、
台
湾
の
政
治
発
展
の
成
果
は
他

国
に
も
誇
れ
る
も
の
と
な
り
、「
戒
厳
令
の
解
除
」
か
ら
、「
反
乱
鎮
定
動
員
時
期

（
１
）

の
終
結
」、「
国
会
議
員
の
全
面
改
選
」、
１
９
９
６
年

の
総
統
直
接
選
挙
ま
で
の
台
湾
の
政
治
改
革
が
高
く
評
価
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
人
権
団
体
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
（F

reedom
H

ouse

）
が

評
価
す
る
「
自
由
国
家
（the
State

of
Freedom

）」
の
分
類
に
も
名
を
列
ね
る
結
果
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
歴
史
学
研
究
の
視
角
か
ら

考
察
す
る
と
、
ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
（「
強
人
」）
に
よ
る
統
治
時
代
か
ら
完
全
な
自
由
国
家
に
転
換
す
る
ま
で
の
政
治
改
革
の
過
程
に
関
す

る
歴
史
的
評
価
の
研
究
成
果
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
特
に
自
由
、
人
権
の
観
点
で
の
歴
史
の
反
省
や
、
い
わ
ゆ
る
「
移
行
期
に
お
け
る

正
義
（transitional

justice

）」
に
関
す
る
議
論
は
明
ら
か
に
不
足
し
て
い
る
と
言
え
る
。
事
実
、
蒋
介
石
・
蒋
経
国
と
台
湾
の
政
治
発
展

と
の
関
係
は
、
依
然
と
し
て
台
湾
社
会
で
も
意
見
が
わ
か
れ
、
ま
た
そ
れ
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
も
決
し
て
盛
ん
で
は
な
い
。

蒋
介
石
と
蒋
経
国
の
統
治
を
比
較
し
て
み
る
。
蒋
介
石
に
よ
る
統
治
期
の
台
湾
は
、
１
９
５
０
年
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
以
後
、
基
本
的
に

台
湾
の
政
治
発
展
に
お
け
る
蒋
経
国
の
歴
史
的
再
評
価*

―
―
戒
厳
解
除
を
中
心
に
―
―

薛
　
　
　
化
　
元
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ア
メ
リ
カ
第
七
艦
隊
の
保
障
下
に
あ
り

（
２
）

、
中
華
人
民
共
和
国
が
台
湾
の
実
効
統
治
す
る
中
国
大
陸
沿
岸
の
小
島
に
対
し
て
攻
撃
を
度
々
仕

掛
け
て
き
て
も
、
台
湾
に
と
っ
て
は
「
目
前
の
脅
威
」
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
蒋
介
石
の
「
ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
権
威
主
義
統
治

（
３
）

」

が
自
由
化
や
民
主
化
の
発
展
を
抑
圧
し
た
。
こ
の
史
実
に
つ
い
て
、
戦
後
の
台
湾
政
治
の
研
究
領
域
に
お
け
る
議
論
は
比
較
的
少
な
い
。

一
方
、
蒋
経
国
時
代
の
歴
史
的
評
価
は
、
蒋
介
石
時
代
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
世
論
調
査
の
結
果
で
も
、
一
般
民
衆

は
、
民
主
化
に
対
す
る
蒋
経
国
の
貢
献
度
が
戦
後
台
湾
の
歴
代
国
家
元
首
の
誰
よ
り
も
高
い
と
し
て
い
る

（
４
）

。
こ
れ
は
、
一
般
民
衆
な
い
し

一
部
研
究
者
の
、
台
湾
に
お
け
る
自
由
化
と
民
主
化
の
発
展
に
対
す
る
蒋
経
国
の
歴
史
的
地
位
へ
の
考
え
方
や
イ
メ
ー
ジ
が
反
映
さ
れ
て

い
た
。

蒋
介
石
と
蒋
経
国
の
統
治
を
比
較
研
究
し
た
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
ク
ラ
ー
（E

dw
in

A
.

W
inckler

）
の
論
文
は

注
目
に
値
し
よ
う
。
彼
は
「
ハ
ー
ド
権
威
主
義
（
蒋
介
石
時
代
）」
と
「
ソ
フ
ト
権
威
主
義
（
蒋
経
国
時
代
）」
と
し
て
蒋
介
石
と
蒋
経
国

の
両
総
統
の
統
治
を
区
別
し
た

（
５
）

。
あ
る
回
想
録
と
研
究
成
果
は
、
蒋
経
国
の
推
進
し
た
「
政
治
的
民
主
化
」
の
功
績
を
認
め
る
も
の
の
、

同
じ
資
料
に
は
蒋
経
国
時
代
の
「
権
威
主
義
」
的
な
一
面
も
窺
え
る
。
つ
ま
り
い
わ
ゆ
る
自
由
化
、
民
主
化
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
て
い

る
面
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
か
つ
て
蒋
経
国
の
秘
書
を
務
め
て
い
た
漆
高
儒
は
、
そ
の
著
『
蒋
経
国
の
一
生
』
の
中
で
、
蒋
経
国
の

「
政
治
的
民
主
化
」
の
功
績
を
ほ
め
た
た
え
る
も
の
の
、「
序
文
」
に
お
い
て
、「
こ
れ
が
蒋
経
国
の
死
後
出
版
さ
れ
た
の
は
、
生
存
中
に

は
書
け
な
い
様
々
な
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
だ
」
と
し
、「（
も
し
当
時
）
生
き
る
の
が
嫌
に
な
り
、
あ
の
『
緑
島
小
夜
曲

（
６
）

』
を
歌
い
た
け
れ

ば
」
書
け
た
だ
ろ
う
と
記
し
た

（
７
）

。

蒋
経
国
が
台
湾
に
お
け
る
政
治
発
展
に
貢
献
し
た
と
の
考
え
は
、
常
に
蒋
経
国
が
政
権
末
期
の
１
９
８
７
年
ま
で
38
年
の
長
い
間
に
わ

た
っ
て
続
け
ら
れ
た
戒
厳
令
を
解
除
し
た
こ
と
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
の
形
成
過
程
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、

こ
れ
は
１
９
５
０
年
代
以
来
の
政
治
改
革
要
求
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
反
対
勢
力
の
政
治
主
張
か
ら
み
て
も
、
１
９
７
８
年
に
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な
っ
て
党
外

（
８
）

人
士
の
共
同
政
見
を
発
表
し
た
が
、
戒
厳
令
の
解
除
要
求
の
み
が
掲
げ
ら
れ
、
反
乱
鎮
定
動
員
時
期
の
終
結
要
求
は
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
戒
厳
令
解
除
の
歴
史
的
な
意
義
が
容
易
に
過
大
評
価
さ
れ
る
。

以
上
を
も
と
に
、
本
稿
の
趣
旨
は
、
歴
史
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
蒋
経
国
と
台
湾
の
政
治
発
展
と
の
関
係
、
特
に
戒
厳
令
解
除
の
制

度
面
を
中
心
に
、
蒋
経
国
政
権
末
期
に
進
め
ら
れ
た
政
治
改
革
に
歴
史
的
再
評
価
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
蒋
経
国
と
台
湾
の
政

治
発
展
と
の
関
係
に
影
響
し
た
の
は
戒
厳
令
解
除
だ
け
で
は
な
い
。
蒋
経
国
の
権
力
継
承
に
お
け
る
準
備
過
程
で
は
、
彼
の
掌
握
し
て
い

た
情
報
・
治
安
機
関
（
特
務
機
関
）
と
白
色
テ
ロ
と
の
大
き
な
関
わ
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
権
力
継
承
後
に
推
し
進
め
た

「
革
新
保
台
（
革
新
す
る
こ
と
で
台
湾
を
保
つ
）」
及
び
、
い
わ
ゆ
る
「
本
土
化
」
の
政
策
は
、
時
に
李
登
輝
時
代
の
「
本
土
化
」
の
内
容

と
混
同
さ
れ
、
台
湾
の
政
治
発
展
に
関
係
す
る
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
時
系
列
的
に
蒋
経
国
と
台
湾
に
お

け
る
自
由
化
及
び
民
主
化
の
発
展
と
の
関
係
を
論
じ
、
さ
ら
に
蒋
経
国
が
進
め
た
戒
厳
令
解
除
の
歴
史
的
意
義
に
重
点
を
置
き
、
特
に
戒

厳
令
解
除
と
自
由
化
及
び
民
主
化
改
革
の
関
係
を
論
じ
る
。

２．

蒋
経
国
の
権
力
継
承
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
歴
史
的
評
価

台
湾
の
歴
史
上
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
蒋
経
国
時
代
の
到
来
は
、
最
も
入
念
に
下
準
備
が
行
わ
れ
、
権
力
継
承
も
万
全
の
体
制

で
行
わ
れ
た
。
今
日
、
一
部
の
政
治
評
論
家
や
研
究
者
の
間
で
、
時
に
蒋
経
国
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
地
位
は
、
１
９
６
０
年
代

末
期
、
ま
た
は
１
９
７
０
年
代
初
期
に
大
き
な
試
練
に
見
舞
わ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
権
力
継
承
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
長

期
的
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
小
さ
な
波
乱
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
地
位
に
何
ら
影
響
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
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蒋
経
国
は
早
く
か
ら
情
報
・
治
安
機
関
を
掌
握
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
１
９
４
９
年
中
頃
、「
政
治
行
動
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

唐
縱
は
主
任
と
し
て
情
報
・
治
安
活
動
へ
の
監
視
を
担
当
し
た

（
９
）

。
１
９
５
０
年
末
、
政
治
行
動
委
員
会
は
「
総
統
府
機
要
室
資
料
組

（
10
）

」
と

し
て
組
み
替
え
ら
れ
、
１
９
５
４
年
７
月
に
は
さ
ら
に
国
防
会
議
直
属
の
国
家
安
全
局
と
し
て
再
編
さ
れ
た

（
11
）

。
こ
れ
ら
の
機
関
の
再
編
の

過
程
で
、
情
報
・
治
安
機
関
に
対
す
る
蒋
経
国
の
影
響
力
が
窺
え
る
。
１
９
４
９
年
７
月
に
蒋
介
石
は
情
報
・
治
安
機
関
の
責
任
者
で
あ

っ
た
唐
縱
、
毛
人
鳳
ら
を
高
雄
に
招
集
し
、
情
報
・
治
安
機
関
の
再
編
に
つ
い
て
会
議
を
行
っ
た
。
こ
の
会
議
に
既
に
蒋
経
国
は
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
後
次
第
に
情
報
・
治
安
機
関
の
主
導
権
を
握
る
よ
う
に
な
っ
た

（
12
）

。
１
９
５
０
年
３
月
、
蒋
経
国
は
国
防
部
総
政

治
部
主
任
に
就
任
し
、
影
響
力
を
ま
た
一
歩
、
軍
部
に
ま
で
広
げ
た

（
13
）

。
こ
れ
以
降
、
国
軍
内
部
に
政
治
工
作
シ
ス
テ
ム
を
確
立
さ
せ
、
軍

部
に
お
け
る
蒋
経
国
の
影
響
力
は
日
増
し
に
強
く
な
る
一
方
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
総
政
治
部
主
任
の
任
期
中
、
蒋
経
国
は
中
国
共
産
党

台
湾
省
工
作
委
員
会
（
省
工
委
会

（
14
）

）
に
対
す
る
諜
報
活
動
に
も
具
体
的
に
関
与
し
た

（
15
）

。

中
国
国
民
党
の
党
務
部
門
に
至
っ
て
は
、
１
９
５
０
年
７
月
に
蒋
介
石
が
陳
誠
と
蒋
経
国
ら
16
人
を
中
央
改
造
委
員
会
委
員
に
選
任
し

た
後
、
蒋
経
国
の
地
位
は
益
々
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
中
央
改
造
委
員
会
は
、
そ
れ
ま
で
中
央
執
行
委
員
会
と
中
央
監
察
委
員
会
に

相
当
の
権
力
を
握
っ
て
い
た
Ｃ
Ｃ
派
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
陳
果
夫
、
陳
立
夫
兄
弟
を
ト
ッ
プ
と
す
る
Ｃ
Ｃ
派
は
、
こ
の
時
の
権
力
再
編

過
程
で
国
民
党
権
力
の
中
核
か
ら
は
ず
さ
れ
た

（
16
）

。
そ
の
か
わ
り
に
蒋
経
国
は
、
中
央
改
造
委
員
に
名
を
列
ね
る
こ
と
で
、
も
と
も
と
党
内

の
権
力
組
織
の
中
で
重
要
な
地
位
に
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
格
的
に
党
の
権
力
中
核
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
蒋
経
国
は
中
央
改
造
中
に
幹
部
訓
練
委
員
会
主
任
委
員
を
務
め

（
17
）

、
次
第
に
党
の
組
織
と
訓
練
工
作
を
主
導
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。

こ
の
こ
と
で
蒋
経
国
は
国
民
党
幹
部
と
の
個
人
的
関
係
を
築
く
と
と
も
に
、
党
内
で
の
人
脈
を
広
げ
、
そ
の
後
に
お
け
る
国
民
党
内
の
権

力
基
盤
の
構
築
に
お
い
て
大
き
な
助
け
と
な
っ
た
。
１
９
５
２
年
に
蒋
経
国
は
国
民
党
中
央
委
員
の
党
内
ラ
ン
ク
で
は
陳
誠
に
迫
り
、
党

内
で
の
そ
の
地
位
の
高
さ
を
見
せ
つ
け
た

（
18
）

。
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さ
ら
に
蒋
経
国
は
１
９
５
２
年
10
月
、
蒋
介
石
が
そ
の
年
の
青
年
節
（
３
月
29
日
）
に
発
表
し
た
「
全
国
の
青
年
に
告
げ
る
書
」
の
呼

び
か
け
に
応
え
る
形
で
、
自
ら
主
任
と
な
る
中
国
青
年
反
共
救
国
団
（
以
下
、
救
国
団
と
略
す
）
を
発
足
さ
せ
た
。
救
国
団
は
、
一
方
で

そ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
蒋
経
国
が
国
民
党
内
権
力
を
し
の
ぐ
場
と
し
て
重
要
な
基
礎
と
な
り
、
他
方
で
党
国
体
制
の
補
助
機
構
と
な
り
、

青
年
や
学
生
の
動
員
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
を
主
要
な
役
割
と
し
た
。
救
国
団
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
し
、
蒋
経
国
の
影
響
力
は
、
学
校
及
び

青
年
、
学
生
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
た

（
19
）

。

上
述
の
よ
う
な
、
権
力
継
承
の
過
程
に
お
い
て
、
政
治
理
念
の
差
異
か
ら
蒋
経
国
と
自
由
派
と
み
な
さ
れ
た
政
治
家
と
の
間
で
、
度
々

衝
突
が
お
き
た

（
20
）

。
そ
の
中
で
、
総
政
治
部
と
軍
隊
内
政
治
工
作
組
織
の
運
用
を
め
ぐ
る
蒋
経
国
と
陸
軍
総
司
令
孫
立
人
と
の
対
立
は
非
常

に
大
き
な
衝
突
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
救
国
団
の
設
立
に
伴
い
、
台
湾
省
主
席
呉
國

は
こ
れ
に
強
く
反
対
し
た
。
そ
の
後
呉
國

が
省
主

席
を
辞
任
し
て
国
外
へ
脱
出
し
た
の
は
、
蒋
経
国
と
の
権
力
争
い
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

（
21
）

。
最
終
的
に
、
呉
國

や
孫
立
人
ら
自
由
派
の

実
力
者
は
次
々
と
勢
力
を
失
っ
た
。
そ
の
対
抗
勢
力
が
な
く
な
る
と
、
蒋
経
国
の
影
響
力
は
一
段
と
拡
大
し
た
。

こ
れ
ら
蒋
経
国
の
主
導
に
よ
る
情
報
・
治
安
機
関
系
統
、
国
防
部
総
政
治
部
、
救
国
団
（
発
足
時
は
学
校
教
育
に
お
け
る
軍
事
訓
練
の

実
施
を
う
け
も
っ
た
）
等
の
組
織
は
、
そ
れ
ら
自
体
が
台
湾
の
「
白
色
テ
ロ
」
の
根
源
と
な
り
、
蒋
介
石
を
中
心
と
し
た
「
ス
ト
ロ
ン
グ

マ
ン
権
威
体
制
」
を
固
め
る
基
礎
と
な
っ
た
。
の
ち
に
最
も
非
難
を
受
け
た
情
報
・
治
安
機
関

（
22
）

を
例
に
あ
げ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
機
関
は
積

極
的
に
政
治
諜
報
活
動
に
従
事
し
、
ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
権
威
体
制
に
反
対
す
る
勢
力
を
排
除
し
た
。
こ
れ
は
憲
法
に
お
け
る
人
民
の
基
本

的
人
権
の
保
障
を
完
全
に
無
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
衆
に
対
す
る
人
権
侵
害
を
引
き
起
こ
し
、
中
国
共
産
党
が
台
湾
に
派
遣
し
た
工
作

員
や
そ
れ
に
感
化
さ
れ
た
民
衆
を
逮
捕
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
と
同
時
に
政
治
に
関
す
る
無
実
の
罪
に
問
わ
れ
る
者
を
大
量
に
生
み
出
す

結
果
と
な
っ
た
。
か
つ
て
省
工
委
会
案
件
、
鹿
窟
案
件

（
23
）

等
の
重
大
政
治
案
件
の
調
査
に
携
わ
っ
た
国
防
部
保
密
局
官
員
の
谷
正
文
は
「
情

報
・
治
安
機
関
の
各
部
門
が
台
湾
で
捕
ら
え
た
ス
パ
イ
は
約
二
千
人
で
、
そ
の
他
の
大
多
数
は
誤
認
、
捏
造
に
よ
る
無
実
の
罪
で
あ
っ
た

（
24
）

。」
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と
語
っ
て
い
る
。
司
法
行
政
部
調
査
局
第
一
処
処
長
の
范
子
文
も
「
台
湾
で
国
民
党
は
共
産
党
員
を
毎
日
捕
ま
え
よ
う
と
す
る
が
、
し
か

し
共
産
党
員
を
全
く
捕
ま
え
ら
れ
ず
、
捕
ま
え
た
の
は
全
て
共
産
党
員
で
は
な
か
っ
た

（
25
）

。」
と
証
言
す
る
。
厳
家
淦
元
総
統
で
す
ら
、
総

統
任
期
中
に
お
け
る
関
係
書
類
の
中
で
情
報
・
治
安
機
関
に
よ
っ
て
「
匪
嫌
」（
共

党
活
動
の
疑
い
の
あ
る
者
）
と
さ
れ
た
。「
反
共
」

と
い
う
名
の
下
、
情
報
・
治
安
機
関
は
、
一
般
民
衆
を
監
視
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
こ
と
が
容
易
に
う
か
が
え
る
。
蒋
介
石
の
指
示
に
よ

り
成
立
し
た
総
統
府
臨
時
行
政
改
革
委
員
会
の
報
告
（
１
９
５
８
年
）
の
中
で
も
、
当
時
の
情
報
・
治
安
機
関
は
常
に
非
合
法
に
民
衆
を

拘
束
し
、
法
的
手
続
な
し
に
違
法
に
民
家
や
宿
泊
施
設
の
捜
索
を
行
い
、
さ
ら
に
違
法
に
容
疑
者
の
拘
留
時
間
を
延
長
し
た
だ
け
で
な
く
、

そ
の
容
疑
者
た
ち
に
対
し
て
拷
問
ま
た
は
執
拗
な
尋
問
を
浴
び
せ
る
な
ど
、
人
権
の
保
障
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
、
と
し
て
い

た
（
26
）

。一
方
で
、
蒋
経
国
の
政
府
部
門
に
お
い
て
の
地
位
向
上
は
、
非
合
法
の
政
府
機
関
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
１
９
５
４
年
７
月

に
は
法
的
根
拠
の
な
い
国
防
会
議
を
再
編
し
、
自
ら
の
職
権
拡
張
を
行
い
、
９
月
に
は
副
秘
書
長
の
職
に
就
い
た

（
27
）

。
国
防
会
議
は
後
に
反

乱
鎮
定
動
員
時
期
に
内
閣
の
上
の
内
閣
と
い
わ
れ
た
「
国
家
安
全
会
議
」
と
な
り
、
あ
る
研
究
者
に
よ
れ
ば
蒋
経
国
は
こ
れ
に
よ
り
国
政

全
体
の
掌
握
に
一
歩
前
進
し
た
と
し
て
い
る

（
28
）

。
１
９
５
７
年
、
蒋
経
国
は
行
政
院
国
軍
退
除
官
兵
輔
導
委
員
会
（
退
輔
会
）
主
任
委
員
に

就
任
、
１
９
５
８
年
に
は
行
政
院
政
務
委
員
に
就
任
し
て

（
29
）

、
本
格
的
に
行
政
体
制
の
中
に
入
る
重
要
な
ひ
と
つ
の
契
機
と
な
っ
た
。
も
っ

と
も
行
政
院
内
部
で
の
権
力
伸
張
は
、
陳
誠
が
退
い
た
後
の
１
９
６
４
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
国
防
部
の
副
部
長

（
30
）

、
続
け
て
部
長
に
就
任

し
た
。

１
９
６
９
年
、
嚴
家
淦
内
閣
で
蒋
経
国
は
行
政
院
の
副
院
長
に
就
任
し
た

（
31
）

。
こ
れ
は
権
力
継
承
の
過
程
に
重
要
な
節
目
と
な
っ
た
。
嚴

家
淦
は
財
政
・
経
済
官
僚
出
身
で
あ
っ
た
が
、
行
政
組
織
再
編
の
中
で
、
財
政
、
経
済
、
金
融
の
決
定
主
導
権
は
蒋
経
国
に
握
ら
れ
た
。
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蒋
経
国
は
行
政
院
国
際
経
済
合
作
発
展
委
員
会
（
経
合
会
）
主
任
委
員
を
務
め
、「
財
政
経
済
金
融
会
報
」
の
召
集
人
、
主
任
も
担
当
し

た
（
32
）

。
財
政
部
門
を
掌
握
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
全
面
的
継
承
の
重
要
な
基
礎
を
築
い
た
だ
け
で
な
く
、
行
政
院
に
お
け
る
主
導
権
を
顕

著
に
増
加
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
１
９
７
２
年
５
月
に
蒋
経
国
は
行
政
院
長
に
就
い
た
際

（
33
）

、
す
で
に
行
政
体
制
の
実
質
的
リ
ー
ダ
ー
で

あ
っ
た
。
１
９
７
５
年
に
は
蒋
介
石
逝
去
に
伴
っ
て
国
民
党
主
席
に
就
任
し
、
正
式
に
党
政
の
主
導
権
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
。
１
９
７

８
年
に
蒋
経
国
は
総
統
に
就
任
し
、
名
実
と
も
に
中
華
民
国
最
高
指
導
者
と
し
て
の
地
位
を
手
に
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
こ
ま
で
蒋
経
国
時
代
が
ど
の
よ
う
に
し
て
到
来
し
た
の
か
と
い
う
歴
史
的
プ
ロ
セ
ス
を
整
理
し
て
、
最
高
指
導
者
と
し
て
の
蒋
経
国

の
地
位
が
ど
の
よ
う
に
築
か
れ
た
の
か
が
明
確
に
な
っ
た
。
い
く
つ
も
の
異
な
る
職
務
を
歴
任
し
強
大
な
権
力
を
得
た
こ
と
で
、
一
定
期

間
の
歴
史
事
件
に
対
し
て
も
自
然
と
多
大
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
蒋
経
国
に
対
す
る
歴
史
的
評
価

を
す
る
た
め
に
、
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
蒋
経
国
が
各
政
治
事
件
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
の
か
と
い
う
の
は
現
時
点

で
十
分
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が

（
34
）

、
情
報
・
治
安
機
関
の
最
高
権
力
者
と
し
て
、
そ
の
特
務
機
関
が
数
々
の
人
権
侵
害
を
行
な
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
一
定
の
「
行
政
責
任
」、「
政
治
責
任
」、「
歴
史
責
任
」
を
問
わ
れ
る
こ
と
か
ら
逃
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か

（
35
）

。

３．

蒋
経
国
政
権
に
お
け
る
政
治
行
為

国
際
舞
台
に
お
い
て
中
国
唯
一
の
合
法
的
政
府
で
あ
る
と
さ
れ
た
中
華
民
国
政
府
の
地
位
及
び
ア
メ
リ
カ
の
支
持
は
、
台
湾
が
ス
ト
ロ

ン
グ
マ
ン
権
威
主
義
体
制
を
存
続
さ
せ
、
外
部
に
対
す
る
正
当
性
を
保
持
で
き
た
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た

（
36
）

。
し
か
し
、
１
９
６
０
年
代
末



広島法学　32 巻２号（2008 年）－26

期
の
ア
メ
リ
カ
と
中
華
人
民
共
和
国
の
関
係
改
善

（
37
）

、
１
９
７
１
年
の
国
際
連
合
で
の
中
国
代
表
権
の
消
失

（
38
）

を
受
け
、
中
華
民
国
の
「
法
統
」

と
統
治
正
当
性
は
重
ね
て
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
、
ま
た
政
権
安
定
の
た
め
、
国
民
党
当
局
は
「
革
新

保
台
」
の
限
定
的
改
革
を
選
択
し
政
権
を
保
っ
た
。
一
方
、
党
外
人
士
と
本
土
文
化
に
対
し
て
は
引
き
続
き
抑
圧
す
る
政
策
が
執
ら
れ

た
。政

治
改
革
の
面
か
ら
い
え
ば
、
蒋
経
国
政
権
時
代
に
は
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、
１
９
７
２
年
３
月
17
日
の
国
民
大
会
で
通

過
し
た
「
反
乱
鎮
圧
動
員
時
期
臨
時
条
項
（
以
下
、
臨
時
条
項
）」
の
修
正
案
で
あ
る
。
こ
の
修
正
に
よ
っ
て
、
１
９
７
２
年
に
第
一
回

「
中
央
民
意
代
表
増
加
定
員
選
挙
」
は
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
定
期
的
に
議
員
増
員
を
目
的
と
す
る
中
央
民
意
代
表
改
選
は
３
年
に
一
度

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
39
）

。
こ
の
修
正
は
、
当
時
台
湾
キ
リ
ス
ト
長
老
教
会
や
「
大
学
雑
誌
」
が
掲
げ
た
「
国
会
全
面
改
選
」
の
改
革

主
張
に
比
べ
る
と
や
や
保
守
的
で
は
あ
る

（
40
）

が
、
こ
の
制
度
は
台
湾
本
土
の
政
治
エ
リ
ー
ト
を
選
挙
に
よ
っ
て
中
央
政
治
に
参
加
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、「
政
治
エ
リ
ー
ト
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
二
重
構
造
」
の
突
破
口
と
な
る
重
要
な
転
換
で
あ
っ
た

（
41
）

。
１
９
７
２
年
に
始
ま
っ
た
中

央
民
意
代
表
機
関
の
定
期
改
選
を
通
し
て
、
台
湾
内
部
の
反
対
運
動
も
一
定
の
整
合
の
現
象
が
見
ら
れ
、
定
期
選
挙
は
民
主
理
念
の
重
要

な
宣
伝
場
面
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
央
民
意
代
表
の
「
増
加
定
員
選
挙
」
は
部
分
改
選
で
あ
り
、
中
央
民
意
代
表
機
関
の
主
導
権
は
な

お
も
第
一
期
選
出
で
党
歴
の
旧
い
元
老
に
よ
る
中
央
民
意
代
表
に
握
ら
れ
て
い
た
。

中
央
民
意
代
表
の
限
定
的
増
員
の
機
会
提
供
に
よ
っ
て
、
民
衆
に
選
挙
を
通
し
て
中
央
政
治
に
参
加
で
き
る
可
能
性
を
与
え
た
こ
と
以

外
に
、
蒋
経
国
は
台
湾
省
籍
の
政
治
エ
リ
ー
ト
を
中
央
政
府
、
国
民
党
中
央
党
部
の
職
務
に
抜
擢
す
る
な
ど
、
台
湾
内
部
に
対
す
る
正
当

性
強
化
を
は
か
っ
た

（
42
）

。
い
わ
ゆ
る
「
吹
台
青
」
の
「
本
土
化
」
の
人
事
政
策
で
あ
る

（
43
）

。
１
９
７
２
年
の
蒋
経
国
内
閣
で
は
、
副
院
長
の
徐

慶
鐘
や
政
務
委
員
の
李
登
輝
な
ど
７
人
の
台
湾
籍
党
員
が
入
閣
し
、
台
湾
省
主
席
及
び
台
北
市
長
も
台
湾
籍
で
あ
る
謝
東
閔
と
張
豐
緒
が
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そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た

（
44
）

。
そ
の
後
の
蒋
経
国
は
総
統
選
挙
で
、
謝
東
閔
と
李
登
輝
を
相
次
い
で
副
総
統
候
補
に
指
名
し
た
。
党
内
で
も
台
湾

籍
の
中
央
常
務
委
員
が
増
加
し
、
１
９
７
６
年
に
僅
か
４
人
で
国
民
党
中
央
常
務
委
員
会
（
以
下
、
中
常
会
）（
総
数
22
人
）
全
体
の

18
％

（
45
）

だ
っ
た
台
湾
籍
委
員
は
、
１
９
７
９
年
に
９
人

（
46
）

、
１
９
８
４
年
に
は
12
人

（
47
）

ま
で
に
増
え
た
。
蒋
経
国
が
死
去
す
る
前
年
（
１
９
８
６

年
）
の
国
民
党
第
12
期
３
中
全
会
に
お
い
て
は
、
台
湾
籍
中
央
常
務
委
員
は
14
人
と
、
委
員
全
体
（
31
人
）
の
45
％

（
48
）

を
占
め
る
ま
で
に
な

っ
た
。

蒋
経
国
は
一
部
の
台
湾
籍
「
青
年
俊
才
」
を
党
政
幹
部
に
抜
擢
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
も
重
要
な
国
防
、
財
政
、
経
済
、
外
交
、

さ
ら
に
中
央
政
府
レ
ベ
ル
の
教
育
機
関
の
主
管
は
、
依
然
と
し
て
党
歴
の
旧
い
元
老
、
あ
る
い
は
そ
の
次
の
世
代
の
外
省
籍
で
あ
る
党
国

エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
国
民
党
中
常
会
に
お
け
る
台
湾
籍
エ
リ
ー
ト
の
数
が
顕
著
に
増
加
し
て
い
た
。
し
か
し
、
国
民
党
中
央

常
務
委
員
の
地
位
と
名
誉
の
「
付
与
」
は
蒋
経
国
に
よ
る
指
示
で
あ
り
、
中
常
会
で
の
決
定
も
実
際
に
は
蒋
経
国
の
意
志
に
基
づ
い
て
行

な
わ
れ
て
お
り
、
台
湾
籍
エ
リ
ー
ト
の
増
加
は
実
質
的
意
義
よ
り
も
象
徴
的
意
義
の
方
が
大
き
か
っ
た

（
49
）

。

蒋
経
国
が
進
め
て
い
た
「
本
土
化
」
政
策
の
中
で
、
国
民
党
に
勧
誘
さ
れ
な
か
っ
た
政
治
エ
リ
ー
ト
は
、
反
対
勢
力
と
し
て
の
「
党
外
」

勢
力
を
形
成
し
た
。
こ
の
反
対
勢
力
は
統
治
者
を
刺
激
し
、
弾
圧
の
悪
夢
が
再
現
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
１
９
７
９
年
12
月
10
日
に
発

生
し
た
高
雄
美
麗
島
事
件
は
最
も
大
き
い
事
件
で
あ
っ
た

（
50
）

。
蒋
経
国
政
権
時
代
に
台
湾
籍
政
治
エ
リ
ー
ト
を
抜
擢
す
る
過
程
が
「
台
湾
化
」、

「
本
土
化
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
蒋
経
国
は
「
法
統
」
の
政
治
的
枠
組
み
を
続
け
て
い
た
。
台
湾
の
中
央
政
治
は
、
依
然
と
し
て
民
意
の
反

映
さ
れ
な
い
、
外
省
籍
党
国
エ
リ
ー
ト
が
主
導
し
て
い
た
。
民
衆
も
選
挙
に
よ
っ
て
執
政
者
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
、

「
台
湾
優
先
」
と
い
う
価
値
を
確
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
と
１
９
９
０
年
以
降
の
本
土
化
の
風
潮
と

は
、
本
質
的
に
異
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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社
会
文
化
、
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
１
９
７
２
年
に
蒋
経
国
が
行
政
院
長
に
な
っ
て
か
ら
も
、
国
民
党
当
局
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
依
然
と
し

て
緩
や
か
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
逆
に
従
来
よ
り
さ
ら
な
る
引
き
締
め
現
象
が
み
ら
れ

（
51
）

、
メ
デ
ィ
ア
界
、
文
化
界
に
対
し
て
新
た
な
取
締

り
が
展
開
さ
れ
た
。
１
９
７
４
年
と
１
９
７
９
年
に
修
正
さ
れ
た
「
出
版
法
施
行
細
則
」
で
は
、
出
版
物
取
締
り
の
重
要
根
拠
と
な
る

「
発
行
趣
旨
」
が
よ
り
一
層
厳
格
化
さ
れ
、「
基
本
国
策
の
宣
伝
に
合
致
し
、
民
心
の
士
気
を
激
励
す
る
」
こ
と
と
規
定
さ
れ
た

（
52
）

。
か
つ
て

有
名
な
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
盛
竹
如
は
回
想
録
の
中
で
、
テ
レ
ビ
放
送
に
つ
い
て
、
蒋
経
国
の
要
求
の
下
、
１
９
７
５
年
に

行
政
院
は
テ
レ
ビ
放
送
の
改
善
目
的
を
理
由
に
「
研
究
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
台
本
及
び
テ
レ
ビ
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

の
審
査
、
テ
レ
ビ
番
組
の
監
督
等
に
よ
っ
て
テ
レ
ビ
局
の
取
締
り
を
行
っ
た
と
し
、
さ
ら
に
１
９
７
６
年
か
ら
国
内
の
テ
レ
ビ
局
三
局
に

対
し
て
国
民
党
党
営
事
業
の
一
部
門
で
あ
る
中
国
電
影
製
片
廠
製
作
の
反
共
映
画
「
寒
流

（
53
）

」
を
強
制
的
に
放
送
さ
せ
た
と
語
っ
て
い
る
。

１
９
８
１
年
か
ら
は
、
か
つ
て
蒋
経
国
の
秘
書
を
務
め
た
行
政
院
新
聞
局
長
の
宋
楚
瑜
が
「
獎
勵
優
良
廣
播
電
視
節
目

法
」（
１
９
８

１
年
）、「
廣
播
電
視
法
」（
１
９
８
２
年
）、「
電
視
節
目
製
作
規
範
」（
１
９
８
３
年
）
等
を
修
正
公
布
し
、
台
湾
本
土
の
文
化
を
弾
圧
し
、

台
湾
語
、
客
家
語
、
原
住
民
諸
言
語
等
の
台
湾
人
の
母
語
使
用
を
制
限
し
た（

54
）

。
そ
の
後
、
邵
玉
銘
が
新
聞
局
長
に
就
任
し
た
際
に
は
、

「
電
視
節
目
製
作
規
範
」
が
さ
ら
に
修
正
さ
れ
、「
ニ
ュ
ー
ス
報
道
は
国
語
（
北
京
語
）
で
放
送
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
」
と
規
定
し
、

台
湾
本
土
の
言
語
は
「
重
要
政
令
ま
た
は
重
大
ニ
ュ
ー
ス
の
際
」
に
限
ら
れ
、
し
か
も
「
予
め
届
け
出
て
か
ら
」
放
送
で
き
る
と
さ
れ
た
。

テ
レ
ビ
で
の
「
方
言
楽
曲
の
放
送
」
は
比
率
に
し
て
全
歌
謡
番
組
の
「
五
分
の
一
以
下
の
原
則

（
55
）

」
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
さ

ら
に
、
台
湾
本
土
言
語
の
使
用
を
抑
圧
す
る
た
め
に
、
政
府
当
局
は
台
湾
キ
リ
ス
ト
長
老
教
会
に
も
入
り
込
み
、
原
住
民
語
と
台
湾
語
で

書
か
れ
た
「
聖
書
」
を
没
収
し
た

（
56
）

。
蒋
経
国
政
権
時
代
に
お
い
て
、
党
外
雑
誌
『
台
湾
政
論
』
を
は
じ
め
、
停
刊
、
発
禁
、
出
版
さ
し
止

め
を
命
じ
ら
れ
た
数
は
余
り
に
も
多
く
、
把
握
が
出
来
て
い
な
い

（
57
）

。
つ
ま
り
、
蒋
経
国
政
権
時
代
は
、
後
期
の
段
階
的
開
放
を
除
い
て
、

台
湾
本
土
の
言
語
、
文
化
面
の
弾
圧
は
１
９
７
０
年
代
以
前
の
そ
れ
よ
り
か
も
さ
ら
に
激
し
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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情
報
・
治
安
機
関
の
人
権
侵
害
行
為
は
、
蒋
経
国
が
行
政
院
副
院
長
、
行
政
院
長
、
そ
し
て
総
統
と
、
権
力
継
承
が
完
了
し
た
後
も
依

然
と
し
て
頻
発
し
た
。
例
え
ば
１
９
７
２
年
、
蒋
経
国
腹
心
で
あ
る
国
防
部
総
政
治
作
戦
部
主
任
・
王
昇
の
介
入
し
た
「
台
湾
大
学
哲
学

系
事
件

（
58
）

」
で
は
、
多
く
の
学
者
は
思
想
や
言
論
が
問
題
と
な
り
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、
１
９
６
０
・
７
０
年
代
の
台
湾
学
術

界
で
最
も
大
き
な
白
色
テ
ロ
で
あ
っ
た
。
１
９
８
１
年
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
数
学
科
の
陳
文
成
博
士
は
、
台
湾
警
備

総
司
令
部
（
以
下
、
警
備
総
部
）
と
の
面
談
の
後
、
台
湾
大
学
構
内
で
変
死
体
で
発
見
さ
れ
、
そ
の
死
因
が
今
現
在
も
不
明
と
さ
れ
て
い

る
（
59
）

。
し
か
し
、
国
外
の
専
門
家
の
検
視
報
告
を
含
め
、
公
式
発
表
の
「
自
殺
」
で
は
な
い
と
い
う
見
解
が
多
く
、
党
外
人
士
ら
は
彼
の
死

因
は
警
備
総
部
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

（
60
）

。
Ａ
Ｐ
通
信
駐
台
北
記
者
・
周
清
月
は
、
こ
の
事
件
の
報
道
に
際
し
、
新
聞
局
の
要
求
に

従
わ
な
か
っ
た
と
し
て
、
取
材
権
の
一
時
取
り
消
し
を
受
け
て
い
る

（
61
）

。
１
９
８
２
年
に
は
総
統
府
国
策
顧
問
・
陶
百
川
は
『
自
立
晩
報
』

紙
に
て
「
発
禁
処
分
を
受
け
て
い
る
書
物
に
は
正
道
が
書
か
れ
て
い
る
、
何
故
牛
刀
を
使
っ
て
そ
れ
を
断
つ
の
か
」
と
題
す
る
一
文
を
発

表
し
、
警
備
総
部
の
検
閲
に
は
「
職
権
を
越
え
た
違
法
の
疑
い
」
が
あ
る
と
し
て
、
言
論
・
出
版
・
メ
デ
ィ
ア
の
自
由
の
保
障
を
主
張
し

た
（
62
）。

そ
れ
に
対
し
て
、
警
備
総
部
は
一
部
の
媒
体
を
召
集
し
て
彼
の
弾
圧
を
画
策
し
た

（
63
）

。
１
９
８
４
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
居
留
し

ア
メ
リ
カ
市
民
権
を
取
得
し
て
い
た
作
家
江
南
（
本
名
劉
宜
良
）
は
『
蒋
経
国
伝
』
を
執
筆
し
て
名
を
馳
せ
た
が
、
自
宅
で
暗
殺
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
国
防
部
軍
事
情
報
局
長
・
汪
希
苓
、
副
局
長
・
胡
儀
敏
、
第
三
処
副
処
長
・
陳
虎
門
、
さ
ら
に
「
竹
聯
幇
（
台
湾
最
大
の
暴
力

団
組
織
）
の
首
領
」
の
陳
啓
禮
、
呉
敦
ら
は
こ
の
事
件
に
関
わ
っ
た
と
し
て
起
訴
、
判
決
を
受
け
た
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
当
時
特
務
機
関

の
主
任
で
あ
っ
た
蒋
経
国
次
男
の
蒋
孝
武
も
こ
の
事
件
と
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
64
）

。
ま
と
め
て
言
え
ば
、
蒋
経
国
が
政
権
を
握
っ
た

後
、
こ
れ
ら
の
事
件
に
お
け
る
彼
の
役
割
は
現
在
ま
だ
確
認
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
政
権
を
握
る
前
と
比
べ
て
、
蒋
経
国
は
、
情

報
・
治
安
機
関
を
直
接
に
率
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
国
民
党
当
局
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
情
報
・
治
安
機
関
が
人
権
を
侵
害
し

た
行
為
に
関
す
る
「
政
治
責
任
」
と
「
歴
史
責
任
」
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
の
蒋
経
国
は
、「
革
新
保
台
」
の
政
策
を
進
め
て
国
民
党
当
局
の
政
治
正
当
性
を
強
め
よ
う
と
試
み
た
が
、

反
対
勢
力
、
民
衆
の
思
想
と
言
論
を
抑
圧
す
る
態
度
が
変
わ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
台
湾
本
土
の
言
語
、
文
化
を
さ
ら
に
弾
圧
し
た
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
中
央
政
府
へ
の
政
治
参
加
の
開
放
も
依
然
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
蒋
経
国
の
こ
の
時
代
の
改
革

は
民
主
憲
政
体
制
の
実
行
に
は
ま
だ
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。

４．

戒
厳
令
解
除
と
台
湾
の
自
由
化
問
題

（1）

自
由
化
プ
ロ
セ
ス
の
検
討

台
湾
に
お
け
る
民
主
化
に
対
す
る
国
家
元
首
と
し
て
の
蒋
経
国
の
貢
献
は
、
前
述
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
世
論
調
査
に
お
い
て
も
、

歴
代
の
国
家
元
首
の
中
で
最
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
蒋
経
国
が
総
統
時
代
後
期
の
１
９
８
７
年
に
38
年
の
長
期
に
わ
た

っ
た
戒
厳
令
の
解
除
を
宣
布
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
し
か
し
、
学
術
的
観
点
か
ら
み
る
と
、
こ
の
評
価
に
は
研
究
の
余
地
が
ま
だ
相

当
あ
る
と
考
え
る
。

ま
ず
、
戒
厳
令
解
除
と
自
由
、
民
主
改
革
に
つ
い
て
の
関
係
を
整
理
し
た
い
。
基
本
的
に
「
自
由
化
」
と
「
民
主
化
」
は
、
台
湾
の
戦

後
政
治
史
研
究
に
お
い
て
常
に
使
用
さ
れ
る
用
語
で
は
あ
る
が
、
一
般
的
な
定
義
は
非
常
に
曖
昧
で
あ
る
。
基
本
的
に
近
代
自
由
民
主
体

制
の
条
件
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
。
民
主
体
制
か
ら
言
え
ば
、
一
つ
の
国
家
に
選
挙
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
民
主
国
家

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
逆
に
選
挙
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
確
実
に
民
主
体
制
で
は
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
民
衆
は
制
度
的
あ
る
い

は
定
期
的
に
行
わ
れ
る
選
挙
を
通
し
て
、
執
政
者
（
党
）
を
決
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
こ
の
政
治
体
制
は
民
主
体
制
の
要
件
を
備
え
て
い
な
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い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
蒋
経
国
政
権
の
末
期
、
１
９
８
６
年
か
ら
推
進
さ
れ
た
政
治
改
革
は
、
民
主
進
歩
党
の
結
成
に
よ
っ
て
や
む
な

く
「
党
禁
（
政
治
結
成
の
禁
止
）」
を
解
除
し
た
こ
と
の
ほ
か
に
、
戒
厳
令
解
除
を
契
機
と
し
た
、
新
聞
発
行
の
自
由
化
、
中
国
大
陸
出

身
者
の
中
国
大
陸
里
帰
り
の
解
禁
な
ど
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
会
の
全
面
改
選
は
政
治
改
革
の
対
象
と
さ
れ
ず
依
然
と
し
て
見
送
ら
れ

た
。
結
局
、
蒋
経
国
が
進
め
た
政
治
改
革
は
、
民
主
化
の
条
件
を
満
た
さ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
さ
ら
に
探
究
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
蒋
経
国
が
進
め
た
政
治
改
革
、
と
く
に
戒
厳
令
解
除
と
自
由
化
の
関
係
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
蒋
経
国
が
晩
年
推
進
し
た
政
治
改
革
は
、
基
本
的
に
民
主
化
改
革
の
意
義
を
備
え
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
言

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
戒
厳
令
解
除
は
確
か
に
台
湾
の
政
治
発
展
の
重
要
な
一
歩
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
般
民
衆
が
今
後
二

度
と
軍
法
裁
判
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
人
権
の
保
障
は
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。
問
題
な
の
は
、
当
時
台
湾
の
政
治
体
制
下
に
お
い
て
、

戒
厳
令
の
解
除
は
一
体
ど
の
よ
う
な
自
由
化
の
改
革
を
成
し
遂
げ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
台
湾
で
の
自
由
化
改
革
の
プ
ロ
セ
ス
の

中
で
、
戒
厳
令
解
除
の
主
要
意
義
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
自
由
化
の
定
義
は
民
主
化
の
定
義
と
同
じ
く
十
分
に
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、

こ
こ
で
は
討
論
上
の
便
宜
か
ら
、
ま
ず
自
由
化
の
定
義
か
ら
み
て
い
き
、
台
湾
の
歴
史
発
展
の
経
験
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
台
湾
の
自
由
化

の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
意
義
を
整
理
し
た
い
。

人
権
史
か
ら
み
れ
ば
、
自
由
化
は
ほ
か
で
も
な
く
基
本
的
人
権
が
国
家
公
権
力
か
ら
の
制
限
、
侵
害
状
態
を
受
け
て
い
る
状
態
か
ら
、

国
家
公
権
力
に
侵
害
さ
れ
な
い
状
態
、
さ
ら
に
国
家
公
権
力
か
ら
の
保
障
を
得
る
プ
ロ
セ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ

い
て
、
基
本
的
人
権
が
台
湾
で
ど
の
よ
う
な
制
限
、
侵
害
を
受
け
て
き
た
の
か
と
い
う
歴
史
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

１
９
４
５
年
10
月
、
台
湾
を
接
収
し
た
国
民
政
府
は
、
台
湾
の
主
権
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
疑
義
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
結
局
、
国
内
法
に
基
づ
く
統
治
が
始
ま
っ
た
。
当
時
国
民
政
府
は
国
民
党
の
「
一
党
訓
政
」
の
方
式
で
台
湾
を
統
治
し
た

（
65
）

。
１
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９
４
６
年
年
末
に
中
華
民
国
憲
法
は
制
定
さ
れ
た
が
、
国
民
党
と
共
産
党
の
「
政
治
協
商
」
が
失
敗
し
、
再
び
内
戦
が
勃
発
、
憲
法
施
行

の
準
備
手
続
は
根
底
か
ら
推
進
で
き
な
く
な
っ
た
。
国
民
政
府
は
１
９
４
７
年
７
月
５
日
、
す
ぐ
さ
ま
訓
令
を
発
布
し
、「
共
産
党
の
反

乱
を
鎮
圧
し
、
民
主
の
障
害
を
排
除
せ
よ

（
66
）

」
と
全
国
総
動
員
を
宣
言
し
た
。
７
月
18
日
に
は
国
民
政
府
国
務
会
議
で
「
反
乱
鎮
定
動
員
完

成
憲
政
実
施
綱
要
」
案
を
通
過
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
主
に
総
動
員
法
に
基
づ
い
て
、
経
済
物
資
に
対
し
て
統
制
と
徴
収
、
交
通
機
関
に
対

す
る
規
定
や
制
限
を
加
え
、
着
々
と
「
反
乱
鎮
定
動
員
体
制

（
67
）

」
は
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
要
綱
の
実
施
に
よ
り
、
反
乱
鎮
定
動
員
体

制
下
に
お
い
て
戒
厳
令
は
必
要
な
く
、
す
で
に
人
権
侵
害
に
あ
る
程
度
の
効
果
を
有
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
１
９
４
７
年
12
月
に
中
華
民

国
憲
法
が
名
前
の
上
で
は
実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
同
時
に
反
乱
鎮
定
動
員
体
制
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
実
質
的
に
は
依
然
と
し
て
強
烈
な

戦
時
体
制
の
性
質
を
併
せ
も
っ
て
い
た
。
こ
の
後
、
反
乱
鎮
定
動
員
を
名
目
と
し
て
、
あ
る
い
は
国
家
総
動
員
法
を
根
拠
に
し
て
制
定
さ

れ
た
人
権
制
限
の
法
律
や
命
令
は
非
常
に
数
多
い

（
68
）

。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
、
台
湾
を
非
常
体
制
か
ら
ど
の
よ
う
に
憲
政
体
制
に
戻
し
、
憲

法
が
保
障
す
る
人
権
を
確
実
な
も
の
に
し
た
か
、
ま
た
台
湾
の
自
由
化
改
革
思
考
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
戒
厳
令
と
戒
厳
令
解
除
の
歴

史
的
視
角
の
枠
組
み
を
超
え
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
反
乱
鎮
定
動
員
と
そ
の
他
の
制
限
、
基
本
的
人
権
を
侵
害
し
た
法
規
制
度
に
も
注
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

国
民
党
内
部
で
も
こ
の
問
題
は
相
当
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
前
述
の
総
統
府
臨
時
行
政
改
革
委
員
会
は
、
こ
の
人
権
保
障
問
題
に
つ
い

て
蒋
介
石
に
報
告
書
を
提
出
し
、「
各
レ
ベ
ル
の
政
府
機
関
は
業
務
、
措
置
の
必
要
性
に
基
づ
い
て
処
理
を
行
い
、
法
律
上
の
根
拠
が
必

要
な
場
合
は
、
現
行
の
法
律
に
則
っ
て
補
充
修
正
を
行
う
よ
う
に
提
案
す
る
。
ま
た
、
行
政
院
は
総
動
員
法
を
根
拠
に
命
令
を
発
布
し
て

は
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
て
い
た

（
69
）

。

（2）

反
乱
鎮
定
動
員
か
ら
戒
厳
令
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１
９
４
６
年
12
月
の
末
に
中
華
民
国
憲
法
は
中
華
民
国
制
憲
国
民
大
会
で
制
定
さ
れ
た
。
だ
が
、
憲
法
が
施
行
さ
れ
る
前
に
、
憲
政
体

制
の
内
容
は
既
に
反
乱
鎮
定
動
員
体
制
に
侵
食
さ
れ
て
い
た
。
事
実
、
こ
の
時
期
の
『
国
民
政
府
公
報
』
を
見
る
と
、
国
民
政
府
が
「
臨

時
条
項
」
を
発
布
後
、
憲
法
施
行
の
準
備
手
順
が
殆
ど
進
展
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
国
共
内
戦
で
国
民
党
の
戦
況
が
不

利
に
な
る
に
従
い
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
戒
厳
令
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

１
９
４
８
年
12
月
10
日
、
中
華
民
国
政
府
は
中
国
大
陸
（
台
湾
は
含
ま
ず

（
70
）

）
で
戒
厳
令
実
施
を
布
告
し
た
。
１
９
４
９
年
５
月
19
日
に

は
、
台
湾
の
主
要
各
紙
が
、
台
湾
省
政
府
と
警
備
総
部
が
５
月
20
日
よ
り
台
湾
全
土
戒
厳
令
を
実
施
、
さ
ら
に
基
隆
港
と
高
雄
港
で
は
夜

間
外
出
禁
止
令
を
実
施
す
る
と
の
報
道
を
し
た

（
71
）

。
こ
の
後
台
湾
は
38
年
の
長
き
に
渡
る
戒
厳
統
治
で
、
民
衆
の
人
権
は
大
き
く
制
限
を
受

け
た
。
５
月
27
日
、
警
備
総
部
は
戒
厳
期
に
関
わ
る
法
令
を
発
布
し
、
非
合
法
な
行
動
を
防
止
し
、
書
籍
及
び
新
聞
を
管
理
し
、
許
可
の

な
い
集
会
と
結
社
の
禁
止
、
そ
し
て
デ
モ
の
許
可
申
請
、
授
業
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
ス
ト
ラ
イ
キ
等
の
一
切
の
行
為
を
禁
止
し
た

（
72
）

。
そ
の
中
で

も
許
可
を
経
た
集
会
、
結
社
の
規
則
は
非
常
に
厳
格
で
、「
政
府
許
可
の
な
い
各
団
体
は
全
て
非
合
法
団
体
と
し
一
律
禁
止
と
す
る
」。
ま

た
、
各
レ
ベ
ル
の
参
議
会
以
外
に
、
た
と
え
「
政
府
の
許
可
」
を
得
た
団
体
で
も
、
集
会
開
催
時
に
は
「
許
可
と
当
局
の
指
導
」
が
必
要

で
、
さ
も
な
け
れ
ば
「
集
会
の
一
律
禁
止
」
と
し
た
。
戒
厳
法
第
七
条
で
は
「
戒
厳
時
期
、
臨
戦
地
境
内
の
地
方
行
政
事
務
及
び
司
法
事

務
は
、
該
当
地
の
最
高
司
令
官
の
主
管
を
受
け
、
そ
の
地
方
行
政
官
及
び
司
法
官
は
該
当
地
区
最
高
司
令
官
の
指
揮
に
従
う
」
と
規
定
さ

れ
て
い
た
。
第
八
条
で
は
、「
戒
厳
時
期
の
臨
戦
地
境
内
で
刑
法
上
の
以
下
の
罪
に
つ
い
て
は
、
軍
事
機
関
が
自
ら
審
判
、
あ
る
い
は
裁

判
所
に
審
判
を
委
ね
る
も
の
と
す
る
。
一
、
内
乱
罪
。
二
、
外
患
罪
。
三
、
秩
序
妨
害
罪
。
四
、
公
共
危
険
罪
。
五
、
貨
幣
、
有
価
証
券
、

公
文
書
の
各
偽
造
罪
。
六
、
殺
人
罪
。
七
、
自
由
妨
害
罪
。
八
、
略
奪
、
窃
盗
、
海
賊
罪
。
九
、
強
盗
人
質
罪
。
十
、
遺
棄
損
壊
罪
。
こ

れ
ら
以
外
の
罪
で
、
そ
の
他
の
特
別
刑
法
を
犯
し
た
者
も
同
様
と
す
る
。
戒
厳
時
期
の
警
戒
区
域
内
で
、
本
項
の
第
一
項
第
一
、
二
、
三
、

四
、
八
、
九
等
の
項
及
び
第
二
項
の
罪
を
犯
し
た
者
も
軍
事
機
関
に
て
自
ら
審
判
あ
る
い
は
裁
判
所
に
て
審
判
す
る
」
と
規
定
し
た
。
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戒
厳
令
に
よ
る
「
戒
厳
体
制
」
は
、
反
乱
鎮
定
動
員
体
制
に
よ
り
一
層
の
影
響
力
を
与
え
、
さ
ら
に
中
華
民
国
政
府
が
台
湾
に
移
転
し

た
後
、
当
局
が
台
湾
の
政
治
、
社
会
、
文
化
発
展
を
掌
握
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
前
述
の
戒
厳
法
の
規
定
に
よ
れ

ば
、
戒
厳
地
区
は
「
戒
厳
時
期
、
臨
戦
地
境
内
の
地
方
行
政
事
務
及
び
司
法
事
務
は
、
該
当
地
区
の
最
高
司
令
官
の
主
管
を
受
け
、
そ
の

地
方
行
政
官
及
び
司
法
官
は
該
当
地
最
高
司
令
官
の
指
揮
に
従
う
」
と
い
う
軍
地
管
制
を
厳
格
に
実
施
で
き
た
。
特
に
白
色
テ
ロ
の
時
期

に
人
々
を
震
え
上
が
ら
せ
た
「
懲
治
反
乱
条
例

（
73
）

」
は
、
戒
厳
時
期
の
特
別
刑
法
に
触
れ
る
案
件
の
場
合
、
原
則
と
し
て
、
審
判
は
非
公
開

で
、
二
級
判
決
（
一
審
及
び
控
訴
審
）
と
な
り
、
人
権
の
保
障
構
造
が
普
通
の
司
法
体
系
の
と
は
程
遠
い
軍
法
機
関
審
判
と
な
っ
た
。

（3）

戒
厳
令
解
除
に
向
け
た
改
革
の
方
向
性
と
そ
の
影
響

１
９
８
７
年
の
戒
厳
令
解
除
は
、
戒
厳
令
下
の
戒
厳
法
に
基
づ
い
た
人
権
制
限
を
改
善
し
た
。
こ
れ
は
大
変
重
要
な
転
機
で
あ
る
も
の

の
、
反
乱
鎮
定
動
員
体
制
は
依
然
と
し
て
継
続
し
続
け
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
戒
厳
令
を
解
除
す
る
だ
け
で
は
、
憲
政
体
制
の
回
復
に
よ

る
人
権
の
保
障
は
行
え
ず
、
自
由
化
の
改
革
は
な
お
も
完
成
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
戒
厳
令
を
解
除
し
た
の
は
、
蒋
経
国
の
率
い
る
国
民
党
当
局
が
戒
厳
令
の
長
く
続
い
た
こ
と
か
ら
積
極
的
に
戒
厳
令
解
除
を

推
進
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
別
の
時
代
背
景
が
外
在
し
た
か
ら
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
１
９
７
０
年
以
降
、
中
華
民
国

政
府
は
国
際
舞
台
で
打
撃
を
受
け
、
あ
る
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
微
妙
な
台
湾
政
治
改
革
の
契
機
と
な
っ
た
。
台
湾
内
部
で
は
党
外

政
治
家
と
自
由
派
人
士
ら
が
改
革
を
要
求
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
国
際
的
に
中
国
代
表
の
地
位
を
失
っ
た
国
民
党
当
局
も
、
中
央
民
意
代

表
の
増
員
選
挙
な
ど
の
限
ら
れ
た
政
治
参
加
開
放
を
通
し
て
、
台
湾
の
統
治
の
正
当
化
を
強
め
た
。
一
方
、
台
湾
の
外
部
で
は
、
特
に
ア

メ
リ
カ
が
中
国
と
の
国
交
正
常
化
と
い
う
政
策
転
換
を
し
よ
う
と
し
た
。
最
終
的
に
ア
メ
リ
カ
は
中
華
民
国
と
国
交
を
断
絶
し
て
、
別
途
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「
台
湾
関
係
法
」
に
よ
っ
て
米
・
台
関
係
を
規
定
し
た
。
こ
れ
は
中
華
民
国
の
外
交
に
大
き
な
挫
折
を
経
験
さ
せ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ

カ
は
台
湾
に
対
す
る
戦
略
的
位
置
の
評
価
を
下
げ
た
後
、
台
湾
の
政
治
改
革
と
人
権
自
由
の
発
展
を
比
較
的
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た

（
74
）

。

こ
の
外
在
圧
力
は
蒋
経
国
に
戒
厳
令
解
除
を
決
定
さ
せ
た
一
つ
の
有
効
な
要
因
と
な
っ
た

（
75
）

。

国
民
党
当
局
に
さ
ら
な
る
改
革
を
推
進
さ
せ
た
要
因
と
し
て
、「
党
外
」
運
動
も
重
要
で
あ
っ
た
。
党
外
勢
力
は
長
い
間
に
わ
た
っ
て

戒
厳
令
解
除
を
求
め
る
と
い
う
政
治
要
求
を
行
っ
て
き
た
が
、
１
９
８
６
年
５
月
19
日
、
党
外
急
進
派
勢
力
が
長
期
の
戒
厳
令
に
抗
議
す

る
デ
モ
行
動
を
行
っ
た
（
五
一
九
緑
色
運
動

（
76
）

）。
さ
ら
に
９
月
28
日
、
全
国
党
外
後
援
会
は
会
議
に
お
い
て
、
中
央
民
意
代
表
増
加
定
期

選
挙
の
候
補
者
を
推
薦
し
た
が
、
游
錫

主
席
の
下
、
議
事
次
第
を
変
更
す
る
形
で
先
に
新
党
結
成
の
議
案
を
通
過
さ
せ
、
午
後
に
は
新

政
党
発
起
人
大
会
が
開
か
れ
た
。
新
政
党
結
成
発
起
人
大
会
で
は
、
大
会
参
加
者
の
支
持
を
受
け
て
、
戦
後
初
の
「
反
対
党
」
―
―
民
主

進
歩
党
――
が
正
式
に
結
成
を
宣
言
し
た

（
77
）

。
こ
れ
は
国
民
党
当
局
の
党
禁
政
策
に
抵
触
し
た
。
こ
の
た
め
、
蒋
経
国
の
率
い
る
国
民
党
当
局

は
、
関
連
人
物
を
逮
捕
す
べ
き
か
否
か
の
決
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
、
国
民
党
は
、
国
内
外
の
情
勢
を
わ
き
ま
え
、
反
対

党
の
結
党
を
承
認
し
な
い
も
の
の
、
強
権
的
な
鎮
圧
行
動
も
と
ら
な
か
っ
た

（
78
）

。
こ
の
時
の
蒋
経
国
は
１
９
７
０
年
代
初
頭
の
考
え
の
よ
う

に
、
急
速
な
全
面
開
放
や
大
幅
な
改
革
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
限
定
的
な
改
革
で
対
処
し
よ
う
と
し
た
。
異
な
る
の
は
、
こ
の
時
、
国

民
党
当
局
に
改
革
を
求
め
る
国
内
外
の
圧
力
が
以
前
に
も
増
し
て
高
ま
り
、
蒋
経
国
の
改
革
の
主
動
性
は
相
対
し
て
低
く
な
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
一
方
、
国
民
党
主
席
を
兼
任
し
て
い
た
蒋
経
国
は
国
外
の
記
者
と
の
会
見
の
際
、
党
外
人
士
が
党
禁
を
打
ち
破
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
野
党
に
対
し
て
は
制
限
を
加
え
る
と
述
べ
た
。
１
９
８
６
年
10
月
７
日
、
蒋
経
国
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
グ
ラ

ハ
ム
（K

atharine
G

raham

）
会
長
と
会
談
し
、
そ
こ
で
中
華
民
国
政
府
は
ま
も
な
く
政
治
改
革
を
行
い
、
さ
ら
に
野
党
の
組
織
化
に
は
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三
つ
の
条
件
を
課
す
と
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、「
彼
ら
は
憲
法
を
承
認
し
、
憲
法
が
定
め
る
国
家
体
制
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新

政
党
は
必
ず
反
共
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
如
何
な
る
分
離
運
動
に
も
従
事
し
て
は
な
ら
な
い
。
私
が
指
し
て
い
る
の
は
『
台
湾

独
立
』
運
動
で
あ
る
」。
こ
れ
は
、
以
後
の
い
わ
ゆ
る
国
家
安
全
法
の
三
原
則
の
「
人
民
の
集
会
・
結
社
は
憲
法
に
違
反
し
て
は
な
ら
ず
、

共
産
主
義
の
主
張
を
し
て
は
な
ら
ず
、
国
土
の
分
裂
を
主
張
し
て
は
な
ら
な
い
」
の
原
型
と
な
っ
た

（
79
）

。

蒋
経
国
は
当
時
、
国
民
党
と
国
家
の
行
政
権
を
掌
握
し
た
ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
の
発
表
は
台
湾
が
正
式
に
戒
厳
令
解

除
と
党
禁
解
除
の
方
向
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
蒋
経
国
が
条
件
付
き
で
野
党
を
認
め
た
こ
と
は
、
晩
年
に
お

け
る
最
後
の
自
由
化
改
革
に
限
界
の
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
10
月
15
日
、
国
民
党
中
常
会
で
「
反
乱
鎮
定
動
員
時
期
国
家
安
全
法

令
」（
戒
厳
令
解
除
）
お
よ
び
「
反
乱
鎮
定
動
員
時
期
民
間
団
体
組
織
」（
党
禁
開
放
）、
二
つ
の
革
新
的
な
議
案
を
通
過
さ
せ
た
。
そ
し

て
、
国
民
党
の
政
治
支
配
に
よ
っ
て
、
こ
の
決
議
は
、
行
政
院
に
関
連
法
案
を
立
案
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
反
乱
鎮
定
動

員
時
期
国
家
安
全
法
令
」
の
立
案
は
、
戒
厳
令
解
除
後
に
戒
厳
期
の
関
連
法
規
に
取
っ
て
代
わ
る
法
案
の
準
備
で
あ
り
、
そ
の
後
の
政
治

活
動
の
範
囲
を
定
め
る
も
の
と
な
っ
た

（
80
）

。

１
９
８
７
年
６
月
、
立
法
院
で
「
国
家
安
全
法
（
以
下
、
国
安
法

（
81
）

）」
が
通
過
し
、
蒋
経
国
の
野
党
結
成
に
関
す
る
三
つ
の
制
限
が
盛

り
込
ま
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
適
用
範
囲
は
広
げ
ら
れ
、
戒
厳
令
解
除
後
の
民
衆
の
政
治
的
自
由
を
制
限
し
た
。
国
安
法
の
中
の
三
原
則
に

違
反
し
た
と
し
て
も
、
実
質
的
な
罰
則
規
定
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
に
国
民
党
当
局
が
ま
た
し
て
も
立
法
院
に
強
く
働
き
か
け
、「
反

乱
鎮
定
動
員
時
期
人
民
団
体
法
」、「
反
乱
鎮
定
動
員
時
期
集
会
デ
モ
法
」、「
反
乱
鎮
定
動
員
時
期
公
職
人
員
選
挙
罷
免
法
」
の
立
法
と
修

正
過
程
で
、
国
家
安
全
法
の
三
原
則
の
明
記
と
、
罰
則
の
確
立
を
加
え
る
こ
と
を
強
く
要
求
し
、
国
内
の
政
治
活
動
、
特
に
台
湾
独
立
の

主
張
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
他
、
出
入
国
の
権
利
の
制
限
、
そ
し
て
戒
厳
法
を
も
と
に
規
定
さ
れ
て
い
た
「
戒
厳
令
解
除
後
に
軍

事
審
判
を
受
け
た
人
民
は
戒
厳
令
解
除
後
の
普
通
法
廷
に
お
い
て
上
訴
請
求
で
き
る
権
利
」
の
制
限
や
禁
止

（
82
）

が
国
安
法
に
明
文
化
さ
れ
た

（
83
）

。
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も
と
も
と
戒
厳
体
制
下
に
あ
っ
た
移
転
の
自
由
の
制
限
、
特
に
帰
国
制
限
を
受
け
た
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
問
題
で
は
、
国
安
法
に
基
づ
い

て
行
政
機
関
は
「
国
家
の
安
全
あ
る
い
は
社
会
の
安
定
を
甚
だ
し
く
妨
害
す
る
疑
惑
の
あ
る
者
」
の
出
入
国
申
請
に
対
し
て
不
許
可
に
す

る
権
限
が
あ
る
。
従
っ
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
問
題
は
解
決
す
る
こ
と
な
く
引
き
続
い
た
。「
移
行
期
に
お
け
る
正
義
」
に
関
わ
る
戒

厳
期
の
軍
事
審
判
案
件
に
つ
い
て
も

（
84
）

、
戒
厳
体
制
内
で
定
め
ら
れ
て
い
た
救
済
規
定
が
凍
結
さ
れ
た
。
戒
厳
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
、「
戒

厳
期
に
戒
厳
令
に
よ
っ
て
軍
法
審
判
に
裁
か
れ
」
た
場
合
、「
戒
嚴
令
解
除
後
に
普
通
裁
判
所
で
の
再
審
を
請
求
で
き
る
」
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
こ
の
立
法
精
神
は
、
戒
厳
法
体
制
の
下
で
民
衆
が
軍
法
審
判
を
受
け
さ
せ
ら
れ
た
場
合
、
正
当
な
法
律
の
手
続
き
と
人
権
保
障

の
措
置
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
戒
厳
令
解
除
後
に
は
、
憲
法
保
障
の
下
、
軍
法
審
判
を
受
け
ず
、
制
度
に
よ
る
手
続
き
を
と
お
し
て
、
体

制
内
で
救
済
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
あ
る
程
度
ま
で
、
案
件
に
関
す
る
制
度
的
な
「
政
治
上
の
名
誉
回

復
」
を
め
ざ
し
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
戒
厳
令
実
施
の
38
年
間
、
相
当
数
の
政
治
案
件
が
軍
法
審
判
に
か
け

ら
れ
、
そ
の
中
に
は
冤
罪
、
捏
造
、
誤
審
、
ま
た
は
政
治
事
件
に
誘
発
さ
れ
た
政
治
案
件
等
が
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
を
再
審
す
る
と
な
る

と
、
国
民
党
統
治
の
体
制
に
衝
撃
を
与
え
、
執
政
者
の
声
望
に
影
響
を
与
え
る
た
め
、
国
安
法
の
制
限
を
通
し
て
、
民
衆
に
戒
厳
法
規
定

に
基
づ
い
た
再
審
の
機
会
を
凍
結
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
戒
厳
令
の
解
除
の
宣
言
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
民
衆
は
戒

厳
体
制
内
に
も
と
も
と
あ
っ
た
救
済
処
置
を
受
け
ら
れ
ず
、
よ
っ
て
戒
厳
期
に
人
権
を
侵
害
し
た
体
制
に
対
し
て
歴
史
的
検
討
が
行
わ
れ

ず
、「
移
行
期
に
お
け
る
正
義
」
は
こ
の
体
制
下
で
は
ほ
と
ん
ど
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

台
湾
の
自
由
化
改
革
か
ら
い
え
ば
、
戒
厳
令
解
除
は
重
大
か
つ
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
一
歩
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
安
法
に

よ
る
制
限
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
戒
厳
令
解
除
は
、
実
際
に
戒
厳
法
に
基
づ
い
た
戒
厳
令
解
除
の
効
果
（
す
な
わ
ち
、
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト

問
題
の
解
決
や
普
通
裁
判
系
統
に
よ
る
再
審
な
ど
）
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
反
乱
鎮
定
動
員
体
制
は
依
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然
と
し
て
変
わ
ら
ず
、
懲
治
反
乱
条
例
及
び
「
刑
法
」
第
百
条
（
思
想
犯
の
取
り
締
ま
り
に
関
す
る
法
律
）
の
規
定
の
下
、
憲
法
で
保
障

さ
れ
て
い
る
言
論
の
自
由
は
依
然
と
し
て
大
き
な
制
圧
を
受
け
た
。
当
時
は
国
民
党
当
局
の
主
張
す
る
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
疑

義
を
表
明
し
た
だ
け
で
内
乱
罪
と
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
自
由
化
改
革
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

５．

終
わ
り
に
―
蒋
経
国
と
台
湾
の
自
由
化
改
革
の
評
価

台
湾
の
白
色
テ
ロ
期
間
に
お
け
る
人
権
の
侵
害
に
つ
い
て
、
国
民
党
当
局
を
率
い
る
蒋
経
国
は
そ
の
政
策
ま
た
は
執
行
に
対
し
相
当
の

責
任
を
負
う
必
要
が
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
国
民
党
当
局
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
政
治
責
任
、
歴
史
責
任
を
回
避
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
蒋
経
国
は
１
９
７
０
年
代
初
期
の
権
力
継
承
作
業
後
、
国
民
党
当
局
が
台
湾
統
治
の
外
部
正
当
性
の
激
し
い
喪
失
に
直
面
し

た
際
に
、
一
部
の
台
湾
籍
エ
リ
ー
ト
を
選
抜
し
て
中
央
政
府
や
党
部
に
引
き
込
み
、
さ
ら
に
増
員
目
的
の
中
央
民
意
代
表
選
挙
を
進
め
て
、

民
衆
が
選
挙
を
通
じ
て
限
定
的
に
中
央
政
治
に
参
加
す
る
パ
イ
プ
を
作
っ
た
。
し
か
し
、
万
年
国
会
の
他
、
中
央
政
府
の
重
要
な
ポ
ス
ト

と
国
民
党
中
央
党
部
は
依
然
と
し
て
少
数
の
外
省
籍
エ
リ
ー
ト
が
主
導
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
蒋
経
国
政
権
は
、
な
お
も
反
対

勢
力
を
制
圧
し
、
メ
デ
ィ
ア
、
世
論
を
規
制
し
、
台
湾
本
土
の
言
語
、
文
化
を
弾
圧
し
た
。
こ
の
時
期
の
台
湾
の
ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
権
威

体
制
で
は
、
人
権
侵
害
に
対
す
る
改
善
は
非
常
に
限
定
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
時
期
と
比
較
す
る
と
、
蒋
経
国
政
権
の
末
期
は
戒
厳
令

解
除
を
主
と
し
た
政
治
改
革
を
進
め
、
こ
れ
ら
は
自
由
化
改
革
の
色
彩
を
帯
び
て
い
た
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
蒋
経
国
政
権
の
末
期
は
、

野
党
結
成
承
認
や
戒
厳
令
解
除
、
中
国
大
陸
出
身
者
の
中
国
大
陸
へ
の
里
帰
り
解
禁
（
中
国
大
陸
出
身
者
の
帰
省
の
み
で
あ
り
、
台
湾
独

立
を
主
張
す
る
者
と
国
民
党
統
治
に
反
対
す
る
在
外
台
湾
人
の
台
湾
へ
の
帰
国
は
含
ん
で
な
い
）、
新
聞
発
行
の
自
由
化
な
ど
、
一
連
の

自
由
化
改
革
の
措
置
が
見
て
取
れ
る
。
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し
か
し
、
最
も
注
目
さ
れ
る
戒
厳
令
の
解
除
か
ら
言
え
ば
、
蒋
経
国
は
政
治
改
革
の
推
進
意
志
は
あ
っ
た
も
の
の
、
戒
厳
令
解
除
は
基

本
的
に
党
外
人
士
が
長
期
間
に
わ
た
り
議
会
、
社
会
運
動
を
通
し
て
圧
力
を
か
け
た
こ
と
に
対
す
る
回
答
で
あ
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
を
中

心
と
す
る
国
際
的
な
改
革
要
求
の
圧
力
か
ら
決
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
改
革
意
志
か
ら
進
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、

国
内
外
の
政
治
情
勢
を
わ
き
ま
え
て
戒
厳
令
解
除
を
し
て
も
、
戒
厳
令
解
除
以
降
に
民
衆
が
司
法
に
救
済
を
求
め
国
民
党
当
局
に
衝
撃
が

及
ば
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
国
民
党
の
党
政
運
用
を
通
じ
て
、
第
一
期
か
ら
全
く
改
選
の
な
い
万
年
議
員
が
掌
握
す
る
立
法
院
で
国
安

法
と
そ
れ
に
関
連
す
る
法
律
を
制
定
し
、
本
来
存
在
す
る
は
ず
だ
っ
た
自
由
化
の
範
囲
を
せ
ば
め
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
た
と
え
戒
厳
令

を
解
除
し
て
も
、
１
９
４
９
年
以
降
の
反
乱
鎮
定
動
員
と
戒
厳
令
に
基
づ
く
非
常
体
制
は
反
乱
鎮
定
動
員
体
制
を
終
息
さ
せ
ず
、
蒋
経
国

が
戒
厳
令
解
除
と
同
時
に
実
施
し
た
国
安
法
が
人
民
の
言
論
、
結
社
、
帰
国
の
自
由
ま
で
を
も
依
然
と
し
て
制
限
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
移

行
期
に
お
け
る
正
義
」
は
、
戒
厳
法
内
で
規
定
さ
れ
て
い
た
体
制
内
で
の
実
現
の
機
会
を
失
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
指
し
示
す
意
味
は
、
蒋

経
国
が
こ
の
時
に
推
進
し
た
改
革
は
戒
厳
法
の
規
定
し
て
い
た
戒
厳
令
解
除
後
の
改
革
の
範
囲
よ
り
も
さ
ら
に
小
さ
い
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

非
常
体
制
か
ら
抜
け
出
し
憲
法
に
基
づ
く
人
権
保
障
に
向
け
た
、
台
湾
の
さ
ら
な
る
自
由
化
は
、
李
登
輝
時
代
に
す
す
め
ら
れ
た
反
乱

鎮
定
動
員
体
制
の
終
結
、
さ
ら
に
「
独
台
会
案

（
85
）

」
事
件
後
の
改
革
要
求
に
応
じ
た
懲
治
反
乱
条
例
の
廃
止
な
ら
び
に
刑
法
第
百
条
の
修
正

を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
台
湾
で
は
異
な
る
政
治
主
張
の
た
め
に
内
乱
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
正
式

に
白
色
テ
ロ
時
代
に
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
蒋
経
国
の
改
革
は
明
ら
か
に
限
定
的
で

あ
り
、
自
由
化
の
改
革
と
同
義
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
戒
厳
令
解
除
は
台
湾
の
自
由
化
改
革
の
重
要
な
一

歩
で
あ
り
、
蒋
経
国
が
改
革
を
選
択
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
台
湾
の
政
治
発
展
に
大
き
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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本
稿
は
筆
者
が
２
０
０
８
年
１
月
11
日
に
広
島
大
学
に
て
講
演
し
た
「
台
湾
に
お
け
る
自
由
化
の
歴
史
と
そ
の
再
評
価：

戒
厳
解
除
を
中
心
に
」
を
も
と

に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
１
）

１
９
４
７
年
７
月
、
国
民
政
府
が
反
乱
鎮
圧
動
員
令
を
発
布
、
１
９
４
８
年
国
民
大
会
に
て
「
反
乱
鎮
定
動
員
時
期
臨
時
条
項
」
を
制
定
し
た
。

（
２
）

朝
鮮
戦
争
後
、
第
七
艦
隊
の
台
湾
海
峡
へ
の
介
入
は
当
初
、
台
湾
海
峡
の
中
立
化
を
名
目
と
し
、
中
華
民
国
と
の
防
衛
条
約
締
結
後
、
正
式
に
台
湾
防
衛

に
当
た
り
、
中
華
人
民
共
和
国
の
武
力
脅
威
に
対
抗
し
た
。
薛
化
元
、『
台
灣
地
位
關
係
文
書
』（
台
北：

日
創
社
、
２
０
０
７
）、
84
―
86
、
１
２
３
―
１

２
６
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
３
）

戦
後
の
台
湾
政
治
発
展
、
特
に
中
華
民
国
政
府
が
台
湾
に
敗
退
し
て
か
ら
蒋
経
国
時
代
の
終
わ
り
ま
で
に
関
す
る
研
究
は
、
既
に
多
く
の
成
果
を
残
し
て

い
る
。
リ
ン
ス
の
「
権
威
主
義
体
制
」、
呉
乃

の
「
権
力
庇
護
体
系
」、
鄭
敦
仁
の
「
レ
ー
ニ
ン
主
義
型
の
党
国
体
制
」、
王
振
寰
の
「
外
部
正
統
性
と
内

部
正
統
性
」、
ま
た
は
若
林
正
丈
の
「
台
灣
型
権
威
主
義
体
制
」、
さ
ら
に
は
権
力
体
制
の
変
化
を
分
析
し
た
ウ
ィ
ン
ク
ラ
ー
の
指
摘
す
る
「
ハ
ー
ド
権

威
」
・
「
ソ
フ
ト
権
威
」
等
の
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
、「
国
防
会
議
」、「
国
家
安
全
会
議
」、「
中
国
青
年
反
共
救
国
団
」
等
の
組
織
と
そ
の
運
用
の
観
点

か
ら
見
る
と
、「
ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
」
で
あ
る
蒋
介
石
・
蒋
経
国
の
個
人
の
意
志
に
よ
っ
て
政
党
機
関
の
構
造
と
法
律
規
定
と
に
対
し
て
巨
大
な
権
限
を
行

使
し
て
お
り
、
本
稿
で
は
権
威
主
義
／
権
威
体
制
に
「
ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
」
を
加
え
て
「
ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
権
威
主
義
」
／
「
ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
権
威
体
制
」

と
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
十
分
に
二
人
の
蒋
総
統
時
代
の
状
態
を
表
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
詳
し
く
は
以
下
を
参
照
。
薛
化
元
、
楊
秀
菁
、〈
強
人
威

權
體
制
的
建
構
與
轉
變
（
１
９
４
９
―
１
９
９
２
）〉、
收
入
國
家
人
權
紀
念
館
籌
備
處
、
國
史
館
、
國
立
政
治
大
學
歴
史
學
系
策
劃
、『
人
權
理
論
與
歴
史

論
文
集
』（
台
北：

國
史
館
、
２
０
０
３
）、
２
６
８
―
３
１
５
ペ
ー
ジ；

薛
化
元
、
陳
翠
蓮
、
呉
鯤
魯
、
李
福
鐘
、
楊
秀
菁
、『
戰
後
台
灣
人
權
史
』（
台

北：

國
家
人
權
紀
念
館
籌
備
處
、
２
０
０
３
）、
94
―
１
８
２
ペ
ー
ジ
。

（
４
）

乃

（
中
央
研
究
院
）
も
、
多
く
の
台
湾
政
治
研
究
者
の
台
湾
民
主
化
に
対
す
る
解
釈
の
中
で
、
彼
ら
が
共
通
し
て
強
調
し
て
い
る
点
は
蒋
経
国
の
台

湾
の
民
主
化
に
対
す
る
貢
献
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し

乃

は
「
蒋
経
国
を
台
湾
民
主
化
の
推
進
者
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
歴
史
事
実
に
そ
ぐ
わ

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
様
な
間
違
っ
た
論
断
が
民
間
の
自
発
的
貢
献
の
事
実
を
打
ち
消
し
て
し
ま
っ
た
。
実
際
は
こ
の
様
な
勢
力
こ
そ
が
将
来
台
湾
政

治
を
上
へ
と
持
ち
上
げ
る
重
要
な
動
力
で
あ
る
」
と
強
調
し
て
い
る
。

乃

、「
回
憶

經
國
、
懷
念

經
國
」、
收
入
胡
健
國
主
編
『
二
十
世
紀
台
灣
民

主
發
展
―
第
七
屆
中
華
民
國
史
專
題
論
文
集
』（
台
北：

國
史
館
、
２
０
０
４
）、
４
７
４
―
４
７
５
ペ
ー
ジ
。

（
５
）

ウ
ィ
ン
ク
ラ
ー
の
提
示
し
た
こ
の
「
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
ま
で
の
権
威
主
義
」
の
概
念
は
１
９
８
４
年
の
こ
と
で
あ
り
、
主
と
し
て
は
当
時
台
湾
で
発
生

し
た
政
治
変
化
の
解
説
で
あ
る
。
ウ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
１
９
７
０
年
代
中
期
以
来
の
情
勢
は
全
く
民
主
的
で
は
な
く
、
依
然
と
し
て
権
力
体
制
の
範
囲
内
に
あ
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り
、
た
だ
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
に
移
行
し
た
だ
け
だ
と
し
て
い
る
。
彼
は
「
ハ
ー
ド
」
と
「
ソ
フ
ト
」
に
つ
い
て
簡
明
に
定
義
づ
け
た
。「
ハ
ー
ド
権
力
と

は
一
人
の
独
裁
の
下
で
の
外
省
籍
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
に
よ
る
統
治
で
あ
り
、
選
挙
は
地
方
の
エ
リ
ー
ト
を
取
り
込
ん
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
体
制
外
の
公
安

警
察
に
よ
っ
て
強
化
す
る
。
ソ
フ
ト
権
力
と
は
集
団
に
よ
る
政
党
の
指
導
の
下
、
外
省
人
と
台
湾
人
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
に
よ
る
連
合
統
治
で
あ
り
、
依
然

と
し
て
執
政
党
の
支
配
的
地
位
を
確
保
し
て
い
る
が
、
更
に
公
開
さ
れ
た
選
挙
に
よ
っ
て
多
く
の
新
興
社
会
勢
力
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の

新
興
社
会
勢
力
は
急
速
に
進
む
社
会
の
現
代
化
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
弾
圧
へ
の
依
頼
が
減
少
し
、『
代
議
制
民
主
』
の
要
求

に
対
し
て
は
、
行
政
と
立
法
部
門
の
全
島
選
挙
を
実
行
し
、
反
対
勢
力
の
立
候
補
者
に
も
政
党
加
入
を
認
め
、
そ
れ
を
阻
害
し
な
い
と
言
う
形
で
対
応
す
る
。」

ウ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
70
年
代
中
期
か
ら
１
９
８
４
年
ま
で
に
焦
点
を
置
き
、
合
法
性
部
門
、
安
全
部
門
及
び
発
展
部
門
の
制
度
化
の
観
点
か
ら
見
て
、
外
省
人

か
ら
本
省
人
、
年
配
者
か
ら
若
者
へ
の
シ
フ
ト
が
現
れ
て
お
り
、
ま
た
参
加
形
式
か
ら
見
る
と
、
当
初
は
排
他
的
組
織
を
通
じ
て
個
人
的
利
益
を
獲
得
す
る

も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
選
挙
制
度
を
利
用
し
て
候
補
者
指
名
戦
略
と
計
画
投
票
の
実
施
に
よ
り
選
挙
で
の
勝
利
を
獲
得
す
る
も
の
と
な
り
、
ま
す
ま

す
巧
み
に
そ
し
て
地
方
化
し
た
。
つ
ま
り
、
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
の
権
力
体
制
の
変
化
は
90
年
代
半
ば
に
は
達
成
し
、
そ
れ
以
降
、
民
主
化
の
方
向
へ
動
き

出
す
だ
ろ
う
と
考
え
た
。E

dw
in

A
.

W
inckler,

“Institutionalization
and

P
articipation

on
T

aiw
an

:
F

rom
H

ard
to

S
oft

A
uthoritarianism

„,
C

hina

Q
uarterly,N

o.99
(Sep.,1984 ),pp.481 -499 .

以
上
の
討
論
は
、
林
果
顯
、「
戰
後
臺
灣
統
治
體
制
的
再
思
考
―
―
威
權
體
制
的
理
論
與
適
用
」『
現
代
学
術

専
刊
』、
13
（
２
０
０
４．

10
）、
73
―
74
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
６
）

ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
権
威
主
義
体
制
時
期
、「『
緑
島
小
夜
曲
』
を
歌
う
」
と
は
政
治
犯
と
し
て
入
獄
す
る
こ
と
を
指
し
た
。

（
７
）

漆
高
儒
、『

經
國
的
一
生：

從
西
伯
利
亞
奴
工
到
中
華
民
國
總
統
』（
台
北：

傳
記
文
學
出
版
社
、
１
９
９
１
）、
３
ペ
ー
ジ
。

（
８
）

民
主
進
歩
党
結
成
前
、
台
湾
に
野
党
は
な
く
、
反
対
派
政
治
人
士
を
「
党
外
」
と
よ
ん
だ
。

（
９
）

T
hom

as
B

.G
old,State

and
Society

in
the

Taiw
an

M
iracle

(N
.Y

.:E
astG

ate
B

ooks,1986 ),p
62 .

（
10
）

李
永
熾
監
修
、
薛
化
元
編
、『
台
灣

史
年
表：

終
戰
篇
1
』（
台
北：
國
家
政
策
研
究
中
心
、
１
９
９
０
）、
１
２
６
、
１
２
８
ペ
ー
ジ
。
史
明
、『
台
灣

人
四
百
年
史
』（San

Jose
:

Paradise
C

ulture
A

ssociation,
1980

）、
８
７
６
ペ
ー
ジ
。
か
つ
て
政
治
行
動
委
員
会
に
勤
務
し
て
い
た
孫
家
麒
は
、
総
統
府

機
要
資
料
組
の
公
文
書
は
蒋
経
国
の
印
章
が
押
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
効
力
は
特
別
任
務
内
の
制
限
を
受
け
ず
、
党
や
行
政
の
部
門
運
用
の
枠
を
超
え

る
こ
と
が
出
来
た
と
述
べ
て
い
る
。
若
林
正
丈
著
、¬

香
吟
訳
、『

經
國
與
李
登
輝
』（
台
北：

遠
流
出
版
社
、
１
９
９
８
）、
82
ペ
ー
ジ
。
江
南
、『

經

國
傳
』（
美
國
加
州：

美
國
論
壇
出
版
社
、
１
９
８
４
）、
２
３
８
ペ
ー
ジ
。

（
11
）

政
治
行
動
委
員
会
の
改
編
過
程
は
伊
原
吉
之
助
、『
台
灣
の
政
治
改
革
年
表
・
覺
書
（
１
９
４
３
―
１
９
８
７
）』（
奈
良：

帝
塚
山
大
學
、
１
９
９
２
）、
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77
ペ
ー
ジ
を
参
考
。

（
12
）

李
永
熾
監
修
、
薛
化
元
、『
台
灣
歴
史
年
表：

終
戰
篇
1
』、
90
ペ
ー
ジ；

若
林
正
丈
著
、
洪
金
珠
、
許
佩
賢
訳
、『
台
灣：

分
裂
國
家
與
民
主
化
』（
台

北：

月
旦
出
版
社
、
１
９
９
４
）、
86
ペ
ー
ジ
。

（
13
）

李
永
熾
監
修
、
薛
化
元
、『
台
灣
歴
史
年
表：

終
戰
篇
1
』、
１
０
６
ペ
ー
ジ；

『
台
灣
新
生
報
』、
１
９
５
０
年
３
月
23
日
。

（
14
）

『
中
国
共
産
党
台
湾
省
工
作
委
員
会
』、
略
称
は
台
湾
省
工
作
委
員
会
、
台
湾
省
工
委
会
ま
た
は
省
工
委
会
で
、
中
国
共
産
党
の
在
台
組
織
で
あ
る
。
１

９
４
５
年
８
月
、
中
共
中
央
の
派
遣
し
た
旧
台
湾
共
産
党
蔡
孝
乾
ら
が
台
湾
に
戻
り
活
動
を
展
開
し
、
１
９
４
６
年
２
月
、
蔡
孝
乾
は
幹
部
の
張
志
忠
、
洪

幼
樵
、
林
英
傑
ら
及
び
中
共
華
東
局
人
員
と
会
談
し
、
同
年
７
月
正
式
に
組
織
し
た
。
蔡
孝
乾
が
省
工
委
と
秘
書
を
務
め
た
。
１
９
４
９
年
10
月
か
ら
１
９

５
０
年
２
月
ま
で
の
間
に
、
蔡
孝
乾
、
陳
澤
民
、
洪
幼
樵
、
張
志
忠
等
の
リ
ー
ダ
ー
は
相
次
い
で
逮
捕
さ
れ
た
。
１
９
５
０
年
１
月
、
逮
捕
さ
れ
た
蔡
孝
乾

が
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
呉
石
、
顏
秀
峰
の
資
料
を
提
出
し
、
台
湾
に
潜
伏
し
て
い
た
工
委
会
の
幹
部
は
続
々
と
機
密
情
報
機
関
に
逮
捕
さ
れ
た
。
台
湾
に
お
け

る
中
共
地
下
組
織
の
工
作
勢
力
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
薛
化
元
、〈
台
灣
省
工
作
委
員
會
〉、
收
入
許
雪

總
策
劃
、『
台
灣
歴
史
辭
典
』

（
台
北：

行
政
院
文
化
建
設
委
員
會
、
２
０
０
４
）、
１
１
０
７
ペ
ー
ジ；

陳
翠
蓮
、〈
中
國
共

黨
台
灣
省
工
作
委
員
會
〉、
收
入
張
炎
憲
主
編
、『
二
二
八

事
件
辭
典
』（
台
北：

國
史
館
、
２
０
０
８
）、
38
ペ
ー
ジ；

國
家
安
全
局
、〈
匪
台
灣
省
工
作
委
員
會
叛
亂
案
〉、
收
入
李
敖
審
定
、『
安
全
局
機
密
文
件
』、

上
冊
『
歴
年

理
匪
案
彙
編
』
第
一
輯
（
台
北：
李
敖
出
版
社
、
１
９
９
１
）、
11
―
19
ペ
ー
ジ
。

（
15
）

『
公
論
報
』、
１
９
５
０
年
５
月
14
日
。

（
16
）

元
国
民
党
非
常
委
員
会
台
湾
分
会
主
管
の
陳
立
夫
は
、
中
央
改
造
委
員
会
に
名
を
列
ね
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
は
彼
が
既
に
台
湾
の
党
務
有
力
者
の
列
か

ら
離
脱
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
た
。『
中
央
日
報
』、
１
９
４
９
年
７
月
21
日
。Jennhw

an
W

ang

は
、
国
民
党
の
「
改
造
」
は
、
蒋
介
石
個
人
の
権
威
を
確

立
し
て
Ｃ
Ｃ
派
を
党
内
か
ら
清
算
す
る
こ
と
の
他
、
こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
台
湾
人
を
国
民
党
に
加
入
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

Jennhw
an

W
ang,

P
olitical

M
ovem

ents
A

gainst
The

State:
The

Transition
of

Taiw
an's

A
uthoritarian

R
ule

(L
os

A
ngeles

:
U

niversity
of

C
alifornia,

Ph.D
.D

issertation,1988 ).

（
17
）

若
林
正
丈
著
、
洪
金
珠
、
許
佩
賢
譯
、『
台
灣：

分
裂
國
家
與
民
主
化
』、
76
―
77
ペ
ー
ジ；

伊
原
吉
之
助
、『
台
灣
の
政
治
改
革
年
表
・
覺
書
（
１
９
４

３
―
１
９
８
７
）』、
ペ
ー
ジ
99
。

（
18
）

李
永
熾
監
修
、
薛
化
元
、『
台
灣
歴
史
年
表：

終
戰
篇
1
』、
１
７
２
ペ
ー
ジ；

『
中
央
日
報
』、
１
９
５
０
年
10
月
20
日
。

（
19
）

N
ai-T

he
W

u,
“T

he
Politics

of
a

R
egim

e
Patronage

System
:

M
obilization

and
C

ontrol
w

ithin
an

A
uthoritarian

R
egim

e „
(Ph.

D
T

hesis,
D

pt.
of
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Political
Science,

U
niversity

of
C

hicago,1987 ),
pp.133 -137 .

若
林
正
丈
著
、
洪
金
珠
、
許
佩
賢
訳
、『
台
灣：

分
裂
國
家
與
民
主
化
』、
１
１
１
―
１
１

２
ペ
ー
ジ
。『
中
央
日
報
』、
１
９
５
２
年
11
月
１
日
。

（
20
）

若
林
正
丈
著
、
洪
金
珠
、
許
佩
賢
譯
、『
台
灣：

分
裂
國
家
與
民
主
化
』、
82
―
83
ペ
ー
ジ
。

（
21
）

呉
國

は
雷
震
に
対
し
て
、
救
国
団
の
結
成
に
反
対
し
た
も
の
の
実
を
結
ば
ず
、
経
費
を
出
さ
な
い
消
極
的
な
態
度
を
採
っ
た
と
こ
ろ
、
蒋
経
国
に
不
満

の
念
を
抱
か
せ
た
と
述
べ
て
い
る
。
雷
震
、『
雷
震
回
憶
録：

我
的
母
親
續
篇
』（
香
港：

七
十
年
代
雜
誌
社
、
１
９
７
８
）、
83
ペ
ー
ジ
。

（
22
）

当
時
の
台
湾
の
機
密
情
報
機
関
は
非
常
に
多
く
か
つ
複
雑
で
、「
八
統
」
と
呼
ば
れ
、「
四
大
統
」「
四
小
統
」
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
統
」
は

中
国
大
陸
期
の
「
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
調
査
統
計
局
」（「
中
統
」）、「
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
調
査
統
計
局
」（「
軍
統
」）
に
由
来
す
る
。「
四
大

統
」
と
は
国
民
党
第
六
組
、
国
防
部
第
二
庁
、
国
防
部
情
報
局
、
司
法
行
政
調
査
局
、「
四
小
統
」
と
は
台
湾
省
保
安
司
令
部
（
台
湾
警
備
総
司
令
部
保
安

処
）、
憲
兵
司
令
部
情
報
処
、
台
湾
省
警
務
処
、
台
湾
省
社
会
処
で
あ
る
。
薛
化
元
、
陳
翠
蓮
、

鯤
魯
、
李
福
鐘
、
楊
秀
菁
、『
戰
後
台
灣
人
權
史
』、
１

２
２
ペ
ー
ジ
。

（
23
）

１
９
５
２
年
に
国
民
党
当
局
が
派
遣
し
た
軍
隊
及
び
特
務
員
が
台
北
鹿
窟
地
区
を
包
囲
し
、
潜
伏
し
て
い
る
共
産
党
員
を
逮
捕
し
た
。
し
か
し
、
同
時
に

無
実
の
民
衆
も
多
く
逮
捕
さ
れ
た
。

（
24
）

李
宣
鋒
、〈
谷
正
文
先
生
訪
談
紀

〉、
台
灣
省
文
獻
委
員
會
編
、『
台
灣
地
區
戒
嚴
時
期
五
○
年
代
政
治
案
件
史
料
彙
編
（
五
）』（
南
投：

台
灣
省
文
獻

委
員
會
、
１
９
９
８
）、
２
１
０
ペ
ー
ジ
。

（
25
）

李
敖
、「『
白
色
恐
怖
』
的
一
些
特
色
」、『
白
色
恐
怖
述
奇
』（
台
北：

李
敖
出
版
社
、
２
０
０
２
）、
５
ペ
ー
ジ
。

（
26
）

總
統
府
臨
時
行
政
改
革
委
員
會
、『
總
統
府
臨
時
行
政
改
革
委
員
會
總
報
告
』（
台
北：

委
員
會
自
印
、
１
９
５
８
）、
２
９
１
―
２
９
２
ペ
ー
ジ
。

（
27
）

李
永
熾
監
修
、
薛
化
元
、『
台
灣

史
年
表：

終
戰
篇
1
』、
２
１
６
ペ
ー
ジ；

『
中
央
日
報
』、
１
９
５
４
年
９
月
６
日
。
蕭
李
居
、「
國
防
會
議
的
設
置

與
法
源
初
探
」、
國
史
館
主
催
『
戰
後

案
與

史
研
究
學
術
討
論
會
』、
２
０
０
７
年
11
月
29
日
―
30
日
。
江
南
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
経
国
は

一
生
政
治
に
従
事
し
た
。
数
え
切
れ
な
い
副
長
官
も
こ
な
し
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
あ
る
機
関
の
長
官
／
副
長
官
と
は
名
ば
か
り
で
、
権
力
と
実
質
は
全

く
関
係
が
な
か
っ
た
。
経
国
は
い
つ
も
こ
の
『
正
』
と
『
副
』
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
い
た
。」
江
南
、『

經
國
傳
』、
２
４
０
ペ
ー
ジ
。

（
28
）

史
明
、『
台
灣
人
四
百
年
史
』、
頁
８
７
６
―
８
７
８
。

（
29
）

李
永
熾
監
修
、
薛
化
元
、『
台
灣

史
年
表：

終
戰
篇
1
』、
２
７
０
、
２
９
０
ペ
ー
ジ；
『
台
灣
新
生
報
』、
１
９
５
７
年
６
月
２
日；

『
台
灣
新
生
報
』、

１
９
５
８
年
７
月
15
日
。
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（
30
）

李
永
熾
監
修
、
薛
化
元
、『
台
灣

史
年
表：

終
戰
篇
1
』、
４
１
２
ペ
ー
ジ；

『
中
央
日
報
』、
１
９
６
４
年
３
月
13
日
。

（
31
）

李
永
熾
監
修
、
薛
化
元
、『
台
灣

史
年
表：

終
戰
篇
2
』（
台
北：

國
家
政
策
研
究
中
心
、
１
９
９
０
）、
84
ペ
ー
ジ；

『
中
央
日
報
』、
１
９
６
９
年
６

月
26
日
。

（
32
）『
中
央
日
報
』、
１
９
６
９
年
７
月
１
日；

『
中
央
日
報
』、
１
９
６
９
年
８
月
１
日
。

（
33
）

李
永
熾
監
修
、
薛
化
元
主
編
、『
台
灣

史
年
表：

終
戰
篇
2
』、
頁
１
７
２；

『
中
國
時
報
』、
１
９
７
２
年
５
月
27
日
。

（
34
）

政
治
被
害
に
遭
っ
た
柏
楊
、
陳
英
泰
ら
は
、
蒋
経
国
の
ア
メ
リ
カ
訪
問
で
の
暗
殺
未
遂
事
件
（
１
９
７
０
年
）
以
後
、
拘
束
さ
れ
た
政
治
犯
は
当
局
の

「
報
復
」
に
遭
い
、
控
訴
要
求
者
の
全
て
に
重
刑
、
死
刑
が
判
決
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
柏
楊
口
述
、
周
碧
瑟
執
筆
、『
柏
楊
回
憶

』（
台
北：

遠
流
出
版

社
、
１
９
９
６
）、
３
０
９
―
３
１
０
ペ
ー
ジ；

盧
兆
麟
等
口
述
、
林
世

、
胡
慧
玲
取
材
記

、『
白
色
封
印
』（
台
北：

國
家
人
權
紀
念
館
籌
備
處
、
２
０

０
３
）、
２
６
５
ペ
ー
ジ
。
関
連
す
る
資
料
は
未
だ
全
面
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
で
も
蒋
経
国
が
こ
れ
ら
の
事
件
の
発
生
と
処
理
に
関
わ
っ
て
い
た
か

ど
う
か
の
実
証
は
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
異
な
る
時
期
に
異
な
る
案
件
で
逮
捕
さ
れ
た
被
害
者
の
見
解
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
機
密

情
報
機
関
の
指
導
者
で
あ
っ
た
蒋
経
国
に
は
、
政
治
犯
を
処
理
す
る
影
響
力
を
持
っ
て
お
り
、
一
部
の
白
色
テ
ロ
の
政
治
案
件
に
対
し
て
責
任
を
と
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

（
35
）

汪
榮
祖
、
李
敖
は
、
党
政
機
密
情
報
機
関
の
人
権
迫
害
等
の
行
為
に
つ
い
て
、「
蒋
介
石
は
確
実
に
元
凶
で
あ
り
、
蒋
経
国
も
そ
の
張
本
人
で
あ
る
。
し

か
も
、
そ
の
執
行
で
は
、
彼
（
蒋
経
国
）
は
父
親
よ
り
も
一
層
多
く
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
彼
の
父
親
が
逝
去
し
て
以
降
の
12
年
間
、

彼
は
回
避
出
来
な
い
絶
対
的
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。」
汪
榮
祖
、
李
敖
共
著
、『

介
石
評
傳
』、
下
冊
（
台
北：

商
周
文
化
事
業
公
司
、
１
９
９
５
）、

８
７
０
ペ
ー
ジ
を
参
考
。

（
36
）

ア
メ
リ
カ
に
居
を
移
し
て
い
た
民
主
社
会
党
党
首
張
君

は
、
こ
れ
に
対
し
て
「
軍
事
援
助
で
強
固
な
台
湾
専
制
」
と
厳
し
く
批
評
を
し
て
い
る
。『
世

界
日
報
（
美
國
）』、
１
９
５
７
年
５
月
28
日；

〈
美
國
軍
援
與
中
國
憲
法
〉、『
世
界
日
報
（
美
國
）』、
１
９
５
７
年
６
月
15
日
。H

aggard

も
「
経
済
援
助

と
軍
事
援
助
が
台
湾
に
流
入
し
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
台
湾
の
依
存
は
強
固
な
も
の
に
な
り
、
国
民
党
の
地
位
も
強
化
さ
れ
た
」
と
す
る
。S

tephan
M

ark

H
aggard,

P
athw

ays
F

rom
The

P
eriphery

:
The

N
ew

ly
Industrializing

C
ountries

In
The

International
System

(B
erkeley

:
U

niversity
of

C
alifornia,

Ph.D
.D

issertation,1983 ),p228 .

（
37
）

戴
天
昭
著
、
李
明
峻
訳
、『
台
灣
國
際
政
治
史
（
完
整
版
）』（
台
北：

前
衛
出
版
社
、
２
０
０
２
）、
５
１
９
―
５
５
６
ペ
ー
ジ
。

（
38
）

１
９
７
１
年
10
月
25
日
、
国
際
連
合
総
会
に
て
次
の
ア
ル
バ
ニ
ア
案
が
通
過
し
た
。「
中
華
人
民
共
和
国
の
全
て
の
権
利
を
回
復
す
る
こ
と
を
決
議
し
、
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そ
の
政
府
が
中
国
を
代
表
し
国
際
連
合
組
織
に
出
席
す
る
唯
一
の
合
法
政
府
で
あ
り
、
ま
た
国
際
連
合
と
そ
れ
に
関
係
す
る
組
織
内
に
て
非
合
法
に
議
席
を

占
有
す
る
蒋
介
石
代
表
を
駆
逐
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
」。
外
交
部
國
際
司
編
、『
中
華
民
國
出
席
聯
合
國
大
會
第
二
十
六
屆
常
會
代
表
團
報
告
書
』（
台

北：

編
者
自
印
、
１
９
７
２
）、
54
ペ
ー
ジ
。

（
39
）

中
央
法
規
、『
台
灣
省
政
府
公
報
』、
１
９
７
２
年
夏
字
第
８
號
（
１
９
７
２
年
４
月
11
日
）、
２
ペ
ー
ジ
。

（
40
）

陳
世
宏
、
張
建
隆
主
編
、『
戰
後
台
灣
民
主
運
動
史
料
彙
編
（
三
）
從
黨
外
助
選
團
到
黨
外
總
部
』（
台
北：

國
史
館
、
２
０
０
０
）、
３
０
８
ペ
ー
ジ；

『
長
老
教
會
公
報
』、
第
１
０
７
６
期
、
10
ペ
ー
ジ；

張
景
涵
等
、〈
國
是
諍
言
〉、『
大
學
』、
第
46
期
（
台
北
、
１
９
７
１．

10
）、
１
―
12
ペ
ー
ジ；

陳
少

廷
、〈
中
央
民
意
代
表
的
改
選
問
題
―
兼
評
周
道
濟
先
生
的
方
案
〉、『
大
學
』、
第
46
期
、
13
―
16
ペ
ー
ジ
。

（
41
）

呉
乃

は
、
国
民
党
当
局
は
政
党
ク
ラ
イ
ア
ン
テ
ィ
リ
ズ
ム
（Party

C
lientelism

）
と
選
挙
ク
ラ
イ
ア
ン
テ
ィ
リ
ズ
ム
（E

lectoralclientelism

）
の
二
つ

の
方
式
を
通
し
て
、
国
政
エ
リ
ー
ト
が
地
方
政
治
家
に
リ
ソ
ー
ス
と
利
益
を
提
供
し
、
地
方
エ
リ
ー
ト
が
選
挙
票
で
報
い
た
と
し
て
い
る
。N

ai-the
W

u

（

乃

）、“T
he

Politics
of

A
R

egim
e

Patronage
System

:
M

obilization
and

C
ontrol

W
ithin

A
n

A
uthoritarian

R
egim

e „
(Ph.D

T
hesis,

D
pt.

of

PoliticalScience,U
niversity

of
C

hicago,1987 ),pp.13 -14 ,337 -346 .

若
林
正
丈
は
さ
ら
に
、
蒋
介
石
主
導
の
中
華
民
国
が
未
だ
大
陸
反
攻
を
成
し
得
て
い

な
い
こ
と
を
理
由
に
、
中
央
民
意
代
表
を
改
選
で
き
な
い
よ
う
に
さ
せ
て
中
央
レ
ベ
ル
の
選
挙
を
制
限
し
た
。
一
方
で
、「
民
主
体
制
」
を
維
持
し
、
台
湾

籍
あ
る
い
は
国
民
党
内
の
政
治
エ
リ
ー
ト
の
政
治
参
加
へ
の
強
い
希
望
を
宥
め
る
た
め
、
蒋
介
石
は
政
権
構
造
に
比
較
的
影
響
の
少
な
い
地
方
自
治
シ
ス
テ

ム
を
維
持
し
て
一
定
の
民
意
を
獲
得
し
た
。
こ
の
制
度
下
の
地
方
自
治
で
は
、
基
本
的
に
、
レ
ベ
ル
が
高
く
な
れ
ば
民
意
の
支
持
に
由
来
す
る
正
当
性
が
低

く
な
る
と
い
う
現
象
を
起
こ
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
万
年
国
会
と
中
央
の
統
治
エ
リ
ー
ト
は
外
省
籍
が
大
多
数
を
占
め
て
、「
政
治
エ
リ
ー
ト
の
エ
ス
ニ
ッ

ク
な
二
重
構
造
」
が
形
成
さ
れ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
若
林
正
丈
著
、
洪
金
珠
、
許
佩
賢
訳
、『
台
灣：

分
裂
國
家
與
民
主
化
』、
40
―
42
ペ
ー
ジ
。
陶
涵

（Jay
T

aylor

）
は
定
期
的
増
員
を
目
的
と
す
る
中
央
民
意
代
表
改
選
の
意
義
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
。
何
故
な
ら
人
口
の
大
多
数
を
占
め
る
台
湾
人
が
中
央

民
意
機
関
に
議
席
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
陶
涵（Jay

T
aylor

）著
、林
添
貴
譯
、『

經
國
傳
』（
台
北：

時
報
文
化
出
版
公
司
、
２

０
０
０
）、
３
０
８
ペ
ー
ジ
。

（
42
）

１
９
７
０
年
代
以
前
の
台
湾
籍
政
治
エ
リ
ー
ト
は
、
地
方
レ
ベ
ル
選
挙
に
参
加
し
た
政
治
家
出
身
者
が
主
で
あ
っ
た
。A

rthur
L

erm
an,

“N
ational

E
lites

and
L

ocalPolitician
in

T
aiw

an „,A
m

erican
P

oliticalScience
R

eview
,(D

ec.,1976 ),pp.1406 -1423 .

（
43
）

若
林
正
丈
著
、
洪
金
珠
、
許
佩
賢
訳
、『
台
灣：

分
裂
國
家
與
民
主
化
』、
１
８
３
ペ
ー
ジ
。
小
谷
豪
治
郎
は
こ
の
時
期
の
蒋
経
国
政
府
の
上
層
権
力
構
造

に
は
「
若
年
化
」
と
「
専
門
化
」
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
小
谷
豪
治
郎
著
、
陳
鵬
仁
訳
、『

經
國
先
生
傳
』（
台
北：

中
央
日
報
出
版
部
、
１
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９
９
０
）、
２
７
３
ペ
ー
ジ
。

（
44
）

『
聯
合
報
』、
１
９
７
２
年
５
月
30
日
。

（
45
）

若
林
正
丈
著
、
洪
金
珠
、
許
佩
賢
訳
、『
台
灣：

分
裂
國
家
與
民
主
化
』、
１
８
４
ペ
ー
ジ
。

（
46
）

伊
原
吉
之
助
、『
台
灣
の
政
治
改
革
年
表
・
覺
書
（
１
９
４
３
―
１
９
８
７
）』、
２
４
１
ペ
ー
ジ
。

（
47
）

伊
原
吉
之
助
、『
台
灣
の
政
治
改
革
年
表
・
覺
書
（
１
９
４
３
―
１
９
８
７
）』、
２
８
１
ペ
ー
ジ
。

（
48
）

伊
原
吉
之
助
、『
台
灣
の
政
治
改
革
年
表
・
覺
書
（
１
９
４
３
―
１
９
８
７
）』、
３
１
３
ペ
ー
ジ
。

（
49
）

相
対
的
に
、
李
登
輝
の
総
統
任
期
中
に
進
め
ら
れ
た
本
土
化
は
、
過
去
に
外
省
籍
エ
リ
ー
ト
が
務
め
た
政
党
要
職
の
省
籍
制
限
を
解
除
し
て
、
台
湾
籍
エ

リ
ー
ト
が
行
政
体
系
と
党
務
組
織
に
お
い
て
次
第
に
主
導
権
を
握
る
よ
う
に
さ
せ
、
台
湾
の
政
治
権
力
の
配
分
を
人
口
構
成
に
近
い
も
の
に
し
た
。

（
50
）

伊
原
吉
之
助
、『
台
灣
の
政
治
改
革
年
表
・
覺
書
（
１
９
４
３
―
１
９
８
７
）』、
２
３
９
―
２
４
１
ペ
ー
ジ
。
積
極
的
に
党
外
勢
力
と
連
携
し
た
前
高
雄

県
長
余
登
發
は
「
共
産
党
ス
パ
イ
呉
泰
安
の
反
乱
に
関
与
し
た
疑
い
」
で
１
９
７
９
年
２
月
21
日
、
警
備
総
部
に
逮
捕
さ
れ
た
。
余
登
發
親
子
に
声
援
を
送

る
た
め
、
桃
園
県
長
許
信
良
、
林
義
雄
ら
が
高
雄
県
橋
頭
郷
や
鳳
山
等
に
集
ま
り
、
デ
モ
行
進
で
不
満
の
意
を
表
明
し
た
。
そ
の
結
果
、
許
信
良
は
停
職
処

分
に
遭
っ
た
。
こ
れ
も
関
連
事
例
で
あ
る
。

（
51
）

李
筱
峰
、『
台
灣
民
主
運
動
40
年
』、
１
０
６
―
１
０
７
ペ
ー
ジ
。

（
52
）

薛
化
元
、
陳
翠
蓮
、

鯤
魯
、
李
福
鐘
、
楊
秀
菁
、『
戰
後
台
灣
人
權
史
』、
１
４
７
ペ
ー
ジ
。

（
53
）

盛
竹
如
、『
螢
光
幕
前：

盛
竹
如
電
視
生
涯
回
憶

』（
台
北：

新
新
聞
文
化
事
業
公
司
、
１
９
９
５
）、
１
５
０
―
１
５
２
ペ
ー
ジ
、
２
１
０
―
２
２
７

ペ
ー
ジ
。

（
54
）

謝
嘉
祥
、〈
打
壓
本
土
文
化
的

手
〉、
台
灣
教
授
協
會
策
劃
、『
會
診
宋
楚
瑜
』（
台
北：

前
衛
出
版
社：

１
９
９
４
）、
93
―
１
０
１
ペ
ー
ジ
。

（
55
）

謝
嘉
祥
、〈
打
壓
本
土
文
化
的

手
〉、
台
灣
教
授
協
會
策
劃
、『
會
診
宋
楚
瑜
』、
94
―
95
ペ
ー
ジ
。

（
56
）

『
台
灣
教
會
公
報
』
第
１
２
２
８
號；

薛
化
元
、
林
秋
足
、

文
瑞
、
呂
智
惠
取
材
、〈
王
南
傑
牧
師
訪
談
記

（
二
）〉、
取
材
時
間：

２
０
０
７
年
８
月

22
日
。
１
９
７
４
年
、
台
中
県
和
平
郷
タ
イ
ヤ
ル
族
博
愛
教
会
の
礼
拝
中
、
警
察
が
教
会
内
に
踏
み
込
み
タ
イ
ヤ
ル
語
の
聖
書
と
聖
詩
を
強
引
に
持
ち
去
っ

た
。
１
９
７
５
年
１
月
に
は
、
警
備
総
部
が
警
察
を
率
い
て
中
華
民
国
聖
書
公
会
に
踏
み
込
み
、
新
訳
ホ
ー
ロ
ー
語
ロ
ー
マ
字
聖
書
を
没
収
し
た
。

仁
瑟
、

「

禁
羅
馬
字
聖
經
」、『
臺
灣
大
百
科
・

史
卷
』（
近
刊
）
を
参
照
。

（
57
）

李
筱
峰
、『
台
灣
民
主
運
動
40
年
』、
１
１
７
、
１
９
８
ペ
ー
ジ
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（
58
）

「
台
湾
大
学
哲
学
系
事
件
」
で
粛
正
工
作
を
請
け
負
っ
た
王
昇
は
、「
私
は
蒋
経
国
に
代
わ
っ
て
台
湾
大
学
の
失
地
を
回
復
し
に
来
た
！
」
と
公
に
発
言

し
た
。
台
大
哲
學
系
事
件
調

小
組
編
、『
台
大
哲
學
系
事
件
調

報
告
附
冊
』（
台
北：

台
大
哲
學
系
事
件
調

小
組
、
１
９
９
５
）、
頁Y

a-2 -Y
a-3

。

（
59
）

伊
原
吉
之
助
、『
台
灣
の
政
治
改
革
年
表．

覺
書
（
１
９
４
３
―
１
９
８
７
）』、
２
５
６
ペ
ー
ジ
。

（
60
）

こ
れ
ら
党
外
者
の
考
え
は
、
陳
文
成
が
ア
メ
リ
カ
で
積
極
的
に
党
外
運
動
に
参
加
し
て
い
た
際
、
中
華
民
国
政
府
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
名
を
刻
ま
れ
た

た
め
で
あ
る
。
張
富
忠
、
邱
萬
興
、『
緑
色
年
代：

臺
灣
民
主
運
動
25
年
』、
上
冊
（
臺
北：

緑
色
旅
行
文
教
基
金
會
、
２
０
０
５
）、
１
２
０
ペ
ー
ジ
。
こ

の
他
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
長
は
法
医
学
者W

echt

な
ど
を
台
湾
に
派
遣
し
て
検
死
に
当
た
ら
せ
た
が
、
調
査
報
告
書
は
陳
文
成
は
他
殺
さ
れ
た
の
で

あ
り
警
備
総
部
発
表
の
自
殺
で
は
な
い
と
し
た
。
國
史
館
藏
外
交
部
フ
ァ
イ
ル
、『
陳
文
成
案
』、
フ
ァ
イ
ル
番
号：

１
７
２
―
３
／
２
４
４
６
。

（
61
）

『
自
立
晩
報
』、
１
９
８
１
年
９
月
25
日
。

（
62
）

『
自
立
晩
報
』、
１
９
８
２
年
３
月
23
日
。

（
63
）

『
立
法
院
公
報
』
第
71
卷
第
36
期
（
１
９
９
２
年
５
月
５
日
）、
55
―
56
ペ
ー
ジ
。

（
64
）

若
林
正
丈
、『
台
灣：

分
裂
國
家
與
民
主
化
』、
２
０
６
―
２
０
９
ペ
ー
ジ；

汪
榮
祖
、
李
敖
合
著
、『

介
石
評
傳
』、
下
冊
、
８
８
２
―
８
８
４
ペ
ー

ジ
。

（
65
）

国
民
政
府
は
北
伐
完
成
後
の
１
９
２
８
年
、
国
民
党
が
人
民
に
代
わ
っ
て
政
権
を
行
使
す
る
「
訓
政
」
を
実
施
し
た
。
中
日
戦
争
勃
発
前
後
に
な
っ
て
は

じ
め
て
他
の
党
派
へ
の
弾
圧
を
緩
め
た
。「
訓
政
」
は
１
９
４
７
年
末
の
憲
法
施
行
ま
で
続
い
た
。

（
66
）

府
令
、『
台
灣
省
政
府
公
報
』、
１
９
４
７
年
秋
字
第
18
期
（
１
９
４
７
年
７
月
21
日
）、
２
７
５
ペ
ー
ジ
。

（
67
）

薛
化
元
、『
台
灣
全
志．

政
治
志．

民
主
憲
政
篇
』、
第
４
卷
（
南
投：

台
灣
文
獻
館
、
２
０
０
７
）、
25
―
27
ペ
ー
ジ
。

（
68
）

反
乱
鎮
圧
期
廃
止
前
の
国
民
党
専
門
部
署
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
反
乱
鎮
圧
時
期
に
適
用
さ
れ
る
規
定
で
廃
止
・
調
整
が
必
要
な
も
の
は
１
５
０
種
に
も
及

ん
だ
。
薛
化
元
、
陳
翠
蓮
、

鯤
魯
、
李
福
鐘
、
楊
秀
菁
、『
戰
後
台
灣
人
權
史
』、
１
０
０
ペ
ー
ジ
。

（
69
）

總
統
府
臨
時
行
政
改
革
委
員
會
、『
總
統
府
臨
時
行
政
改
革
委
員
會
報
告
書
』（
台
北：

委
員
會
自
印
、
１
９
５
８
）、
２
９
１
ペ
ー
ジ
。

（
70
）

『
台
灣
新
生
報
』、
１
９
４
８
年
12
月
11
日
。

（
71
）

李
永
熾
監
修
、
薛
化
元
主
編
、『
台
灣

史
年
表：

終
戰
篇
1
』、
82
ペ
ー
ジ；
『
台
灣
新
生
報
』、
１
９
４
９
年
５
月
19
日
。

（
72
）

『
臺
灣
新
生
報
』、
１
９
４
９
年
５
月
28
日
。

（
73
）

「
懲
治
反
乱
条
例
」
と
は
白
色
テ
ロ
を
引
き
起
こ
し
た
重
要
な
法
律
で
あ
る
。
そ
の
第
２
条
第
１
項
（
通
称
二
条
一
）
の
規
定
は
「
刑
法
第
百
条
第
一
項
、
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第
百
一
条
第
一
項
、
第
百
三
条
第
一
項
、
第
百
四
条
第
一
項
の
犯
罪
者
は
、
死
刑
に
処
す
」
と
あ
り
、
白
色
テ
ロ
の
時
期
に
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
。

陳
志
龍
、
王
永
壯
、
張
天
欽
、〈
戒
嚴
時
期
政
治
案
件
之
法
律
與

史
探
討：

實
質
部
分
〉、
收
入
倪
子
修
總
編
輯
、『
戒
嚴
時
期
政
治
案
件
之
法
律
與

史
探

討
』（
台
北：

財
團
法
人
戒
嚴
時
期
不
當
叛
亂

匪
諜
審
判
案
件
補
償
基
金
會
、
２
０
０
１
）、
２
５
５
―
２
６
３
ペ
ー
ジ
。

（
74
）

台
湾
関
係
法
に
明
記
さ
れ
た
規
定
は
「
本
法
律
が
含
む
条
項
は
、
ア
メ
リ
カ
の
人
権
、
特
に
台
湾
の
１
８
０
０
万
の
住
民
の
人
権
に
対
す
る
関
心
で
あ
り
、

台
湾
全
人
民
の
人
権
を
保
護
し
抵
触
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
再
確
認
す
る
の
が
ア
メ
リ
カ
の
目
的
で
あ
る
。」
若
林
正
丈
著
、

洪
金
珠
、
許
佩
賢
譯
、『
台
灣：

分
裂
國
家
與
民
主
化
』、
１
９
３
―
１
９
４
ペ
ー
ジ；

李
大
維
、『
台
灣
關
係
法
立
法
過
程
』（
台
北：

洞
察
出
版
社
、
１
９

８
８
）、
３
２
３
、
３
２
５
ペ
ー
ジ
。

（
75
）

軍
事
有
力
者
の

柏
村
は
、
後
に
取
材
に
応
じ
た
際
に
、
台
湾
が
戒
厳
令
を
解
除
す
べ
き
か
否
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
当
局
は
確
実
に
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
圧
力
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

伯
村
著
、
王
力
行
採
編
、『

總
長
日
記
中
的
經
國
先
生
晩
年
』（
台
北：

天
下
文
化
出
版
公
司
、
１
９
９
５
）、
３

３
４
ペ
ー
ジ
。

（
76
）

伊
原
吉
之
助
、『
台
灣
の
政
治
改
革
年
表．

覺
書
（
１
９
４
３
―
１
９
８
７
）』、
頁
３
１
８
。

（
77
）

李
永
熾
監
修
、
薛
化
元
、『
台
灣

史
年
表：

終
戰
篇
3
』（
台
北：

國
家
政
策
研
究
中
心
、
１
９
９
０
）、
２
４
８
ペ
ー
ジ；

『
自
立
晩
報
』、
１
９
８
６

年
９
月
29
日
。

（
78
）

L
inda

C
hao

and
R

am
on

M
yers,

The
F

irst
C

hinese
D

em
ocracy

:
P

olitical
Life

in
the

R
epublic

of
C

hina
on

Taiw
an

(B
altim

ore
:

Johns
H

opkins

U
niversity

Press,1998 ),
p.133 .

李
登
輝
の
蒋
経
国
と
の
談
話
記
録
に
よ
れ
ば
、
９
月
30
日
蒋
経
国
は
彼
（
当
時
副
総
統
）
に
対
し
、
国
策
に
違
反
し
な
い

党
外
勢
力
結
党
の
可
能
性
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
と
い
う
。
李
登
輝
筆
記
、
李
登
輝
口
述

史
小
組
編
著
、『
見
證
台
灣：

經
國
總
統
與
我
』

（
台
北：

國
史
館
、
２
０
０
４
）、
１
８
８
ペ
ー
ジ
。

（
79
）

中
央
日
報
出
版
部
編
、『

總
統
經
國
言
論
選
集
』、
第
８
輯
（
台
北：
中
央
日
報
出
版
部
、
１
９
８
７
）、
２
３
０
―
２
３
３
ペ
ー
ジ
。

（
80
）

伊
原
吉
之
助
、『
台
灣
の
政
治
改
革
年
表．

覺
書
（
１
９
４
３
―
１
９
８
７
）』、
３
２
８
―
３
２
９
ペ
ー
ジ
。

（
81
）

李
永
熾
監
修
、
薛
化
元
、『
台
灣

史
年
表：

終
戰
篇
3
』、
２
８
０
ペ
ー
ジ；
『
中
國
時
報
』、
１
９
８
７
年
６
月
24
日
。

（
82
）

戒
厳
法
第
10
条
は
「
第
八
条
第
九
条
の
判
決
は
、
戒
厳
令
解
除
の
翌
日
か
ら
法
律
に
照
ら
し
て
上
訴
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。『
總
統
府
公
報
』、
第

２
０
３
號
（
１
９
４
９
年
１
月
14
日
）、
１
ペ
ー
ジ
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
軍
法
判
決
で
の
判
決
・
執
行
が
、
当
時
の
軍
法
シ
ス
テ
ム
が
普
通
裁
判
所
か

ら
独
立
し
て
い
た
た
め
に
、
最
高
裁
判
所
の
管
轄
外
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。



49－台湾の政治発展における蒋経国の歴史的再評価（薛）

（
83
）

国
家
安
全
法
第
９
条
は
、「
戒
厳
期
戒
厳
地
域
内
で
軍
事
審
判
機
関
に
よ
る
非
現
役
軍
人
の
刑
事
案
件
は
、
戒
厳
令
解
除
後
に
以
下
の
規
定
に
よ
り
処
理

す
る
。
一
、
軍
事
審
判
手
続
が
終
了
し
て
な
い
者
は
、
捜
査
中
の
案
件
を
当
該
検
察
官
の
捜
査
へ
ま
わ
し
、
審
判
中
の
案
件
は
、
当
該
裁
判
所
で
審
判
す
る
。

二
、
刑
事
裁
判
の
確
定
者
は
、
当
該
裁
判
所
に
上
訴
、
異
議
申
し
立
て
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
再
審
、
特
に
上
訴
し
た
い
理
由
の
あ
る
者
は
、
法

に
照
ら
し
、
再
審
、
上
訴
の
請
求
が
出
来
る
。」『
總
統
府
公
報
』、
第
４
７
８
８
號
（
１
９
８
７
年
７
月
１
日
）、
１
―
２
ペ
ー
ジ
。
大
法
官
会
議
所
は
第
２

７
２
号
憲
法
解
釈
で
、「
戒
厳
と
戒
厳
解
除
の
時
間
は
30
年
以
上
続
く
特
殊
な
状
況
で
あ
り
、
裁
判
の
安
定
と
社
会
秩
序
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
、

国
安
法
は
合
憲
で
あ
る
と
い
う
決
定
を
下
し
た
。『
總
統
府
公
報
』、
第
５
３
７
５
號
（
１
９
９
１
年
２
月
27
日
）、
２
ペ
ー
ジ
。

（
84
）

い
わ
ゆ
る
「
移
行
期
に
お
け
る
正
義
」
の
問
題
と
は
、
民
主
化
へ
の
移
行
後
に
高
圧
的
政
治
の
歴
史
的
残
留
問
題
を
ど
う
処
理
す
る
か
に
直
面
す
る
こ
と

を
指
す
。R

utiG
.T

eitel,TransitionalJustice
(N

ew
Y

ork
:O

xford
U

niversity
Press,2000 )

を
参
考
さ
れ
た
い
。

（
85
）

１
９
９
１
年
５
月
１
日
に
反
乱
鎮
定
動
員
期
が
終
結
し
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
同
月
９
日
、
特
務
機
関
は
「
懲
治
反
乱
条
例
」
及
び
刑
法
第
百
条
に
よ
り
、

日
本
で
台
湾
独
立
運
動
に
携
わ
る
史
明
と
関
係
の
あ
る
陳
正
然
な
ど
の
４
人
を
逮
捕
し
た
。
そ
の
中
に
は
清
華
大
学
の
大
学
院
生
廖
偉
程
も
含
ま
れ
て
お
り
、

社
会
か
ら
注
目
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。




